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斯
道
文
庫
所
蔵
明
刻
本
『史
記
題
評
』
書

入

れ

『史
記
正
義
』
佚
文
の
研
究
(上
)

須山
哲治

一
、
は
じ
め
に

『史
記
』
が
完
成
し
た
の
は
、
紀
元
前
九
十
一
年
頃
の
こ

と

だ
と
さ
れ 

て
いU

。

そ
の
後
、
前
漢
の
宣
帝
の
時
に
緒
少
孫
が
、
成
帝
期
に
は
馮
商 

が
増
補
を
行
っ
6
。
そ
の
後
も
劉
歆
•
楊
雄
等
が
『史
記
』
に
対
し
て
増 

補
を
行
っ
た
と
さ

til
、
そ
し
て
後
漢
の
桓
帝
期
に
は
早
く
も
、
現

在

『史 

記
』
最
古
の
注
釈
書
と
考
え
ら
れ
て
い
る
『史
記
音
義
』
(
已
散
佚
)
が
、
 

延
篤
に
よ
っ
て
著
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
後
漢
か
ら
唐
代
に
至
る
ま
で
、
『史
記
』

の
注
釈
は
陸
続
と 

現
れ
た§

、
現
存
す
る
も
の
は
劉
宋
裴
絪
の
『史
記
集
解
』
、
唐
司
馬
貞

『史
記
索
隠
』
、
張

守

節

『史
記
正
義
』
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
三
注
が
「
三 

家
注
」
と
総
称
さ
れ
、
現
在
に
お
い
て
も
『史
記
』
読
解
の
上
で
極
め
て 

高
い
重
要
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
も
は
や
贅
言
を
費
や
す
必
要
も
な

い
で
あ
ろ
ぅ
。

こ

れ

ら

三
家
注
は
、
元
来
は
全
て
単
独
の
注
釈
と
し
て
世
に
問
わ
れ
た 

も
の
で
あ
っ
た
が
、
南
宋
期
に
い
た
っ
て
、
合
刻
本
の
形
で
刊
行
さ
れ
る 

ょ
ぅ
に
な
っ
た
。
始
め
集
解
•
索
隠
ニ
注
合
刻
本
が
刻
さ
れ
、
間
も
な
く 

集

解
.

索

隠

•
正
義
三
注
合
刻
本
が
刊
行
さ
れ
た
。
現
存
す
る
最
古
の
集 

解

•
索
隠
ニ
注
合
刻
本
は
、
南
宋
乾
道
七
年
(
一
一
七
一
年
)
蔡
夢
弼
刊 

本
で
、
最
古
の
集
解
•
索

隠

•
正
義
三
注
合
刻
本
は
南
宋
慶
元
年
間
ニ 

一
九
五
〜

一
二
〇
〇
)
黄
善
夫
刊
本
で
あ
り
、
そ
の
間
僅
か
三
十
年
ほ
ど



し
か
離
れ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
三
注
合
刻
本
が
刻
さ
れ
た
際
、
単
注
本
『史
記
正
義
』
 

の
注
文
約
千
数
百
条
が删

節
さ
れ
た
。
こ
れ
が
所
謂r

『史
記
正
義
』
佚 

文
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
『史
記
正
義
』
に删

節
さ
れ
た
注
文
が 

あ
る
こ
と
は
、
既
に
清
代
に
は
指
摘
さ
れ
て
い
た
一
が
、
そ
の
具
体
的
な
姿 

が
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
我
が
国
の
滝
川
亀
太
郎
博
士
の
研
究
を
待
た
ね 

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
博
士
は
本
邦
に
残
る
古
抄
本
や
、
刊
本
の
欄
外
標
記 

に
見
え
る
『正
義j

佚
文
を
収
集
し
、
『史
記
会
注
考

fiEI
』
に
お
い
て
公 

表
し
た
の
で
あ
る
。

滝
川
博
士
に
ょ
っ
て
始
め
ら
れ
た
我
が
国
の
『史
記
正
義
』
の
佚
文
研 

究
は
、
そ
の
後
水
沢
利
忠
両
博
士
、
小
沢
賢
ニ
氏
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。
 

三
氏
に
ょ
っ
て
、
我
が
国
の
刊
本
や
抄
本
な
ど
の
史
料
に
見
ら
れ
る
『史 

記
正
義
』
佚
文
が
網
羅
的
に
調
査
さ
れ
た
。
調
査
さ
れ
た
史
料
は
計
約
三 

十
、
こ
れ
ま
で
に
公
開
さ
れ
た
佚
文
は
約
千
六
百
条
以
上
の
多
き
に
の
ぼ 

り
、
そ
の
成
果
は
我
が
国
の
み
な
ら
ず
、
中
国
大
陸
•
台
湾
に
お
い
て
も 

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
筆
者
は
、
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
に
お
い
て
、
 

明

版

『史
記
題
評
』
を
調
査
す
る
機
会
を
得
、
本
版
の
欄
外
に
書
入
れ
が 

な
さ
れ
て
い
る
『正
義
』
佚
文
が
、
こ
れ
ま
で
三
氏
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ

た

『正
義
』
佚
文
に
対
し
て
校
訂
を
行
ぅ
上
で
、
大
い
に
益
す
る
所
が
あ
 

る
こ

と

に

気
づ
い
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
に
於
い
て
、
こ
れ
ま
で
あ

ま

り

注 

目
を
払
わ
れ
て
こ

な

か
っ
た
斯
道
文
庫
蔵
『史
記
題
評
』
を
世
に
^
^
し
、
 

並
び
に
、
本

書

の

『正
義
』
佚
文
研
究
史
料
と
し
て
の
性
格
に
着
目
、
こ 

れ
を
翻
刻
す
る
こ

と

と

し
た
。
ま

た

、

翻
刻
に
際
し
、
『
正
義j

佚
文
の 

校
訂
上
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
佚
文
に
つ
い
て
は
特
に
、
筆
者
の
見
解
も 

附
記
し
た
。

一
一
、

従

来

の

『
史

記

正

義

』

佚

文

研

究

に

つ

い

て

前
述
の
通
り
、
本
邦
に
お
い
て
最
初
に
『正
義J

佚
文
の
本
格
的
な
収 

集
を
行
っ
た
の
は
、
滝
川
亀
太
郎
博
士
で
あ
る
。
滝
川
博
士
の
『正
義J 

佚
文
収
集
の
実
態
に
関
し
て
は
、
水
沢
利
忠
氏
『史
記
会
注
考
証
校
補J 

巻
九
二
八
一
〜
一
八
四
頁
)
や
小
沢
賢
ニ
氏r

史
記
正
義
佚
存
訂
補
」
 

の
解
；

S

に
お
い
て
詳
し
く
考
証
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
概
要
を
述 

ベ
る
だ
け
に
止
め
た
い
。

滝
川
博
士
は
、
東
北
大
学
図
書
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
狩
野
亨
吉
旧
蔵
の 

慶
長
間
刊
八
行
有
界
古
活
字
本
や
寛
永
正
保
間
刊
九
行
無
界
古
活
字
本
の 

欄
外
標
記
を
中
心
に
、
『史
記
幻
雲
抄
』
、
大
島
贄
川
著
『博
士
家
本
史
記



異
字j
な
ど
の
史
料
を
調
査
し
て
、
「正
義
日
」
と
い
ぅ
文
字
が
冠
さ
れ 

て
い
る
『正
義
』
の
佚
文
千
四
百
条
以
上
を
収
集
し
、
こ
れ
に
三
注
合
刻 

本

の

「史
記
正
義
」
と
全
く
同
じ
待
遇
を
与
え
、
『史
記
会
注
考
証
』

に 

収
録
し
た
。

滝
川
博
士
に
続
い
て
、
『正
義
』
佚
文
の
収
集
、
研
究
を
行
っ
た
の
は
、
 

水
沢
利
忠
博
士
で
ぁ
る
。

水
沢
博
士
は
、
滝
川
博
士
の
『正
義
』
佚
文
収
集
に
つ
い
て
、
「
佚
文 

収
拾
と
し
て
は
、
そ
の
数
量
に
於
い
て
も
、
そ
の
方
法
に
於
い
て
も
、
ま 

さ
に
画
期
的
な
も
の
で
ぁ
っ
た
」
と
高
く
評
価
す
る
一
方
で
、
(
A
)
収 

拾
操
作
の
上
に
厳
密
性
を
欠
く
、
(
B
)
収
拾
さ
れ
た
「
正
義
」
佚
文
の 

校
訂
が
十
分
で
な
い
、
な

ど

『正
義
』
佚
文
の
校
訂
に
関
す
る
も
の
を
中 

心
に
、
合
計
五
点
に
渉
っ
て
批
判
的
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

(
A
)
に
つ
い
て
水
沢
博
士
は
、
滝
川
博
士
が
「
正
義
日
を
冠
し
な
い 

書
入
れ
」
や

「正
義
日
に
含
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
書
入
れ
」
ま

で

も

「
正 

義
佚
文
と
認
め
て
収
拾
さ
れ
て
」

い
る
事
に
拠
る
、
と
述
べ
て
お
り
、
 

(
B)
に
つ
い
て
は
、
「博
士
が
正
義
佚
文
の
収
拾
に
用
い
ら
れ
た
資
料
が 

正
義
佚
文
の
"書
入
れ
"
の
あ
る
史
記
古
版
本
中
で
も
、
よ
り
プ
リ
ミ
テ
イ 

ブ
な
も
の
で
は
な
か
つ
た
こ
と
、
或
い
は
そ
の
資
料
が
ニ
、
三
種
に
限
ら 

れ
て
い
た
こ
と
な
ど
に
起
因
す
る
」
問
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

水
沢
博
士
は
以
上
の
ょ
ぅ
な
観
点
か
ら
、
所

謂

「南
化
本
」
(
現
在
国 

立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
、
南
宋
慶
元
黄
善
夫
刊
本
『史
記J  

の
書
き
入
れ
部
分
を
指
す
)
を
中
心
と
し
た
十
数
種
類
に
の
ぼ
る
史
料
を 

新
た
に
調
査
し
、
滝
川
博
士
が
公
開
し
た
佚
文
を
校
訂
、
そ
の
成
果
を 

『史
記
会
注
考
証
校
補
』
に
お
い
て
発
表
し
た
。
ま
た
、
同
書
に
お
い
て 

水
沢
博
士
は
、
滝
川
博
士
未
発
表
の
佚
文
二
百
余
条
を
新
た
に
収
拾.

収 

録
し
て
い
る
。

『史
記
会
注
考
証
校
補
』
に
お
い
て
水
沢
博
士
が
行
っ
た
『史
記
正
義
』
 

佚
文
に
対
す
る
校
訂
は
、
詳
細
且
つ
全
面
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
成
果 

は
国
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
度
筆
者
が
調
査
し
た
『正 

義
』
佚
文
が
、
水
沢
博
士
の
校
訂
作
業
を
少
し
く
補
い
得
れ
ば
幸
甚
の
至 

り
で
あ
る
。

水
沢
博
士
の
研
究
に
続
き
、
『正
義
』
佚
文
の
校
訂.

収
拾
を
全
面
的 

に
行
っ
た
の
が
、
小
沢
賢
ニ
氏
で
あ
る
。
氏
は
、
滝
川
博
士
の
手
に
ょ
る 

手

録

本

『史
記
正
義
佚
#§
』
(未
刊
)
を
詳
細
に
調
査
、
こ
れ
を
藍
本
と 

し

て

『正
義
』
佚
文
の
校
訂
を
行
っ
た
。
そ
の
成
果
は
、
水
沢
利
忠
編 

『史
記
正
義
の
研
究
』
の
中
に
、
「史
記
正
義
佚
存
訂
補
」
と
し
て
収
め
ら 

れ
て
い
る
。



ニ
ー
、

斯

道

文

庫

蔵

『
史

記

題

評

』

に

つ

い

て

斯
道
文
庫
蔵
『史
記
題
評
』
の
書
誌
は
、
以
下
の
通
り
。

史
記
題
評
百
三
十
巻
(
七
十
冊
欠
首
ニ
冊
)0

9
1
-
h
2
2
2
-7

0

斯
道
文
庫
蔵
本
欠
巻
一
ー
三
明
楊
慎
•
李
元
陽
輯
訂
明
高
世
魁
校 

明
嘉
靖
十
六
年
(
一
五
三
七
)
胡
有
恒
•
胡
端
敦
刊
本 

縹
色
表
紙
(
改
装
)
。
左
肩
に
書
題
簽
が
あ
り
、
墨

書

に

て

「
史
記 

(
本
紀
第
三
)
」
と
記
す
。
中
央
上
部
に
添
外
題
を
書
し
、
篇
名
を
標
記
。
 

書
き
入
れ
(後
述
)
を
施
す
必
要
か
ら
、
元
来
の
料
紙
の
匡
郭
外
を
別
紙 

補
貼
。

巻
首
に
、
「集
解
序
」
「索
隠
序
」
「索
隠
後
序
」
「
正
義
序
」
「
正
義
論 

例
諡
法
解
」
(論
史
例
論
注
例
•
論
字
例
•
論
音
例.

音
字
例
•
発
字
例. 

諡
法
解
•
列
国
分
野
)
が
あ
り
、
次

に

「目
録
」
が
あ
る
。
目
録
の
後
に
、
 

「史
記
題
評\

諸
儒
名
氏
」
と
あ
っ
て
、
孔
安
国
か
ら
楊
慎
に
至
る
ま 

で
の
歴
代
の
史
記
学
者
の
姓
名
を
著
録
す
る
。
な
お
、
第
六
十
ニ
冊
冒
頭 

に
、
「
補
史
記
序
」
(
部
分
)
が
竄
入
。

正
文
第
一
行
に
「史
記
題
評
卷
四
」
と
あ
る
。
ま
た
、
次
行
下
半
に 

「明

(
楊
慎
)
李
元
陽
輯
訂
高
世
魁
校
正
」
と
あ
る
巻
も
あ
る
。
左
右
双 

辺
。
毎
半
葉
九
行
、
二
十
字
。
注
小
字
双
行
。
版
心
は
白
ロ
、
単
白
魚
尾 

で
、
魚
尾
上
に
「史
記
巻
四
」
と
題
し
、
魚
尾
下
に
は
「周
本
紀
」
と
題 

す
る
。
そ
の
下
に
葉
数
と
刻
エ
名
を
記
す
。
上
欄
外
眉
端
に
諸
家
の
史
評. 

弁

論

•
発

微
.

楊
慎
の
注
を
標
記
。
欠
葉
は
墨
筆
に
て
補
写
。
墨
.

朱
筆 

に
よ
る
訓
点
、
句
点
、
旁
抹
。

巻
末
に
、
「嘉
靖
十
六
年
丁
酉
福
州
府
知
府
胡
有
恒
同
知
胡
端
敦
雕
」 

と
の
刊
記
あ
り
。
ま
た
、
墨
筆
に
て
「至
元
戊
子
菖
節
吉\

州

安

福

彭 

寅
翁
/
新
刊
于
崇
道
精
舎
」
と
元
彭
寅
翁
刊
本
の
刊
記
を
筆
写
。
南
禅
寺 

金
地
院
の
蔵
書
印
。

墨
筆
に
よ
る
大
量
の
書
き
入
れ
有
り
。
そ
の
中
に
は
、
『資
治
通
鑑
』
. 

『通
鑑
』
胡
氏
注.

『困
学
紀
聞
』
な
ど
の
引
用
と
共
に
、
『
正
義
』
佚
文 

が
含
ま
れ
る
。
書
き
入
れ
の
筆
跡
は
三
種
。
墨
色
そ
の
他
か
ら
、
室
町
時 

代
末
か
ら
近
世
初
期
(.
十
六
世
紀
後
半
頃
)
の
も
の
か
と
幾
疋
さ
れ
る
が
、
 

誰
の
手
に
よ
る
も
の
な
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

『史
記
題
評
』
は
内
閣
文
庫
に
も
所
蔵
さ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
水
沢 

博
士
が
調
査
を
行
い
、
書
誌
情
報
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
斯
道
文
庫
蔵



本
は
内
閣
文
庫
蔵
本
と
同
版
で
は
あ
る
が
、
内
閣
文
庫
蔵
本
に
は
書
き
入 

れ
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
斯
道
文
庫
蔵
本
と
は
大
い 

に
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。

な
お
、
斯
道
文
庫
蔵
本
『史
記
題
評
』
に
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
『史
記 

正
義
』
佚
文
は
、
滝

川
.

水

沢

•
小
沢
三
氏
未
見
の
も
の
で
あ
り
、
筆
者 

が
こ

れ

を

調
査
し
た
と

こ

ろ

、

三
氏
が
収
拾.

校

訂
.

公
開
し
た
『正
義
』
 

佚
文
を
校
勘
す
る
上
で
益
と
な
る
、
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し 

た
。

四

、

斯

道

文

庫

蔵

『
史

記

題

評

』
本

書

入

れ

『
史

記

正

義

』 

佚

文

翻

刻

以
下
に
、
斯
道
文
庫
蔵
『史
記
題
評
』
(
以

下

「金
本
」
と
称
す
)
欄 

外
に
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
『史
記
正
義
』
佚
文
を
翻
刻
す
る
。

な
お
、
紙
幅
の
都
合
か
ら
、
本
稿
で
は
巻
六
のr

秦
始
皇
本
紀
」
か
ら 

巻
九
十
の
「魏
豹
彭
越
列
伝
」
ま

で

の

『正
義
』
佚
文
を
翻
刻
す
る
に
止 

め
た
。
巻
九
十
一
以
下
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
掲
載
す
る
つ
も
り
で 

あ
る
。

凡

例

一
、
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
ま

ず

『史
記
』
正
文
の
該
当
箇
所
を

〔

U 

で
記
し
、
続
い
て
そ
の
箇
所
が
『史
記
会
注
考
証
』
(
以

下

「滝

(
川
)
 

本
」
と
略
称
)
の
ど
の
部
分
に
当
た
る
か
を
、
頁
数
、
行
数
の
順
で
示
し 

た
。
な
お
、
こ
の
書
式
は
、
『史
記
会
注
考
証
校
補
』
(
以

下

『水
沢
本
』
 

と

略
称
)
の
も

の

を

全
面
的
に
参
考
に
し

て

い

る

。

一
、
金

本

『正
義
』
佚
文
は◦

印
の
後
に
記
し
た
。
ま
た
、
水
沢
本
所
収 

の
佚
文
と
些
か
で
も
異
同
が
あ
る
場
合
は
、
煩
を
厭
わ
ず
、
•
印
の
後
に 

水
沢
本
の
佚
文
を
収
録
し
、
比
較
検
討
の
便
を
図
っ
た
。

一
、
水
沢
本
で
は
、
水
沢
博
士
自
身
の
校
勘
記
は
双
行
の
割
注
の
形
で
記 

載
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
(

)

の
中
に
収
め
た
。
な
お
、
比
較 

の
便
を
図
る
た

め

、

校
勘
記
の
部
分
に
該
当
す
る
字
数
分
の
空
格
を
、
金 

本

『正
義
』
佚
文
に
挿
入
し
て
あ
る
。

一
、
金

本

『正
義
』
佚
文
の
ぅ
ち
、
判
読
不
能
な
も
の
は
、
□
で
示
し
た
。
 

一
、
金

本

『正
義
』
佚
文
、
水
沢
本
佚
文
共
に
、
欠
落
部
分
が
あ
る
場
合 

は
、
そ
の
部
分
を
—
で
示
し
た
。

一
、
記

号

•
略

号

•
略
称
に
関

し

て

は

、

水
沢
本
の
凡
例
に
従
っ
た
の
で
、
 

そ

ち

ら

を

参

照

し

て

い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
本
稿
独
自
の
も

の

と

し

て

、 

前

掲

の

「金
本
」
、
「滝

(
川
)
本
」
、
「
水
沢
本
」

の
他
に
、
小
沢
氏
の



r
史
記
正
義
佚
存
訂
補
」
を

「
小
沢
本
」
と
略
称
し
て
い
る
。

一
、
『史
記
正
義
』
佚
文
校
訂
上
、
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
部
分
に
つ
い 

て
は
、
※
印
の
後
に
筆
者
の
校
勘
記
を
附
し
、
愚
見
を
述
べ
た
。

卷

六

秦

始

皇

本

紀

第

六

〔御
史
大
夫
劫
〕

滝
ニ
ー
、
四 

〇
率
所
類
反

巻

八

高

祖

本

紀

第

八

〔廷
中
吏
無
所
不
狎
悔
〕

滝
五
、
九

〇
廷
中
吏
泗
水
及
沛
縣
之
廷
也
狎
輕
狎 

也 

侮
慢
也
府
縣
之
吏
高
祖
皆
輕
慢
也
廷
音
停 

•
廷
中
吏
泗
水
及
沛
縣
之
廷
也
狎
輕
俳
(南
化
謙
岩
本
俳
作
狎
)
也 

侮
慢
也
府
縣
之
吏
高
祖
皆
輕
慢
也
廷
音
停
(瀧
川
本
無
上
三
字
)

【南
化
】
【幻
】
【1

【岩
】
【澈
】

〔常
從
王
媼
武
負
貰
酒
〕

滝
五
、

一
〇 

〇
王
媼
者
王
家
母
武
負
者
魏
大
夫
如
耳
之
母
也

〔酒
讎
數
倍
〕

滝
六
、
四

〇
数
倍
按
言
聖
帝
所
至
皆
有
福
祐
故
酒
讎
數
倍
及
衆
驚
怪彥

作產
 

※
滝
川
、
水
沢
両
氏
未
公
開
の
佚
文
で
あ
る
。
な
お
、
小
沢
本
六
七 

一
頁
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
。

〔無
所
訕
〕

滝
八
、
五 

〇
訑
謂
不
屈
於
人
下 

〔祭
蚩
尤
於
沛
庭
〕

滝
一
六
、
八 

〇
管
仲
子
日
葛
盧
之
仙
發
而
出
金
蚩
尤
愛
之
以
作劎
 

戟
然
則 

交
者
發
也

•
管
仲
子
日
葛
盧
之
山
發
而
出
金
蚩
尤
愛
之
以
作劎

(謙
幻
本劎

作 

剣
)
戟
然
者
(岩
本
無
者
)
交
者
發
也
【南
化
】
【幻
】
【謙
】

【岩
】

〔襄
城
無
遺
類
〕

滝
ニ
四
、
六

〇
言
項
羽
曽
攻
襄
城
襄
城
之
人
無
問 

大
小
盡
殺
之
無 

復
遺
餘
種
類
皆
玩
之
漢
書
噍
類
卽
依
古
義 

•
言
項
羽
曾
攻
襄
城
襄
城
之
人
無
問
(幻
本
作
間
)
大
小
盡
殺
之
無 

復
遺
餘
種
類
皆
坑
之
漢
書
噍
類
卽
依
古
義
【南
化
】

【幻
】

【岩
】
 

【瀧
】

〔告
諭
秦
父
兄
矣
〕

滝
ニ
四
、
一
〇



〇
父
兄
猶
長
少
也

〔與
父
老
約
法
三
章
耳
〕

滝
三
五
、

一  

〇
約
省
也
減
也
省
減
秦
之
煩
法
唯
三
章
謂
殺
人
傷
人
及
盜 

〔
三
月
、
漢
王
從
臨
晉
渡
〕

滝
四
五
、

一
〇 

〇
臨
晉
即
蒲
津
関

※
滝
川
、
水
沢
両
氏
未
発
表
の
正
義
佚
文
で
あ
る
。
南
化
本
に
も
見

え

る

。

〔唯
水
上
大
破
漢
軍
〕

滝
四
八
、
一
 

〇
雖
音
雖
唯
水
故
漬
首
起
沛
州
陳
留
縣
南
合
通
齊
渠
入
泗 

•
雖
音
雖
唯
水
故
瀆
首
起
汴
州
陳
留
縣
南
合
通
齊
渠
入
泗
【南
化
】
 

【幻
】
【謙
】
【岩
】

〔至
卽
絶
河
津
反
爲
楚
〕

滝
五
◦
、
四 

◦絕

斷
也
河
津 

卽
蒲
州
—

蒲
津
關
也
蒲
津
橋
卽
此
處
也
桅 

豹 

從
同
州
由
橋
— 

河
東
卽
斷
之
而
叛 

漢
也

•絕

斷

也

河

津

(幻
本
作
漢
)
卽

蒲

州

滿

洲

(南
化
幻
謙
本
無
滿
州 

二
字
)
蒲
津
關
也
蒲
津
橋
卽
此
處
也姽

(瀧
川
幻
本
無
上
三
字
)
豹 

從

同

州

由

橋

至

(南
化
謙
本
無
至
岩
本
至
作
過
)
河
東
卽
斷
之
而
叛

漢
也
【南
化
】
【謙
】
【岩
】
【幻
】
【瀧
】

〔
因

殺

魏

豹
：！  

滝
五
ニ
、
三

〇
史
記
項
羽
及
高
祖
紀
漢
書
及
史
記
月
表
皆
言
三
年
殺
魏
豹
而
月
表 

又
言
周
苛
魏
豹
死
在
四
年
夏
四
月
表
誤 

〔虜
中
吾
指
〕

滝
五
八
、

一

〇

〇
恐
事
卒 

壞
散
故
言 

中
吾
足
指

•

恐

土

—
 

(南
化
謙
岩
本
土
作
事
謙
本
土
下
有
卒
)
壞

散

故

言

(幻 

本
言
下
有
山
)
中
吾
足
指
【南
化
】
【謙
】
【岩
】
【狩
】
【幻
】
【高
】
 

一瀧一

※
狩

本
に
は
こ
の
佚
文
は
な

い

。

〔擧
九
江
兵
而
迎
之
U
 

滝
六
一
、
ニ 

◦
漢
書
云
漢
亦
遣
人
誘
楚
大
司
馬
周
殷
殷
叛
楚
以
—

屠
六
擧
九
江
兵
應
黥
布

•
漢
書
云
漢
亦
遣
人
誘
楚
大
司
馬
周
殷
殷
叛
楚
以
舒
(南
化
謙
本
無 

舒
)
屠
六
擧
九
江
兵
應
黥
布
【南
化
】
【謙
】
【岩
】
【幻
】
【澈
】
 

〔譬
猶
居
高
屋
之
上
建
瓴
水
也
〕

滝
七
一
、
ニ 

◦
幡
窵
也
應
李
貞
意 

-
-
-
-
-

言
齊
境
闊
不
啻
千



里
故
云
外
蘇
劉
秦
之
縣
隔
也
秦
之
外
齊
次
之
應
李
蘇
劉
同
百
萬
十
分 

之
ニ
廿
萬
唯
應 

李
秦
齊
相
敵
獲
到
秦
強
而
齊
次 

之
者
與
上說

封
素
今
引
虞
喜
爲
異
義
猶
與
上
同 

•
幡

窵

也

應

李

貞

意

(岩
本
作
心
)
齊
之
縣
隔
也
言
齊
境
闊
不
啻
千 

里
故
云
外
蘇
劉
秦
之
縣
隔
也
秦
之
外
齊
次
之
應
李
蘇
劉
同
百
萬
十
分 

之

ニ

廿

萬

唯

應

(南
化
幻
本
無
應
)
李
秦
齊
相
敵
獲
到
秦
強
而
齊
次 

之
者
與
上說

封
素
今
引
虞
喜
爲
異
義
猶
與
上
同
【南
化
】
【幻
】
【謙
】
 

【岩
】

※
金
本
で
は
、
「齊
次
之
」

の
後
、
改

行

を

挟

ん

で

「
胡
注
泰
山
在 

齊
之
南
境
齊
負
以
爲
固
」
と
い
ぅ
注
文
が
あ
り
、
更
に
そ
の
後
に
改 

行
を
挟
ん
で
、
「應
李
蘇
劉
同
…
…
」
以
下
の
注
が
書
入
れ
ら
れ
て 

い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「應
李
蘇
劉
同
百
萬
十
分
之
ニ
廿
萬
唯
應 

李
秦
齊
相
敵
獲
到
秦
強
而
齊
次
之
者舆

上說

封
素
今
引
虞
喜
爲
異
議 

猶
與
上
同
」

の
部
分
は
、
「
正
義
」
佚
文
で
は
な
い
可
能
性
が
想
定 

さ
れ
る
。
な
お

、
南

化

本

.
幻
本
に
お
い
て
も
、r

齊
^

之
」

と 

「
應
李
蘇
劉
同
…
…
」
と
の
間
に
は
改
行
が
挟
ま
れ
て
い
る
。

こ
の 

事
か
ら
も
、
「應
李
蘇
劉
同
…
…
」
以

下

は

『正
義
』

佚
文
と
見
な 

す
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。
謙

.
岩
本
は
未
見
。

〔立
故
趙
將
趙
利
爲
王
〕

滝
七
三
、
四

〇
漢
書
云
韓
王
信
之
將
曼
丘
臣
王
黄
其
立
故
趙
後
—

利
爲
王
按
故
趙
六
國
時
趙
也

•
漢
書
云
韓
王
信
之
將
曼
丘
臣
王
黄
共
立
故
趙
後
趙
(南
化
謙
岩
本 

無
趙
)
利
爲
王
按
故
趙
六
國
時
趙
也
【南
化
】
【幻
】
【謙
】
【岩
】
 

【瀧
】

※

「後
趙
」
の

r

趙
」
字
は
、
南

化

•
謙

•
岩
本
の
み
な
ら
ず
、
南 

化
本
に
も
見
ら
れ
な
い
。
な
お
、
以
上
の

四

本

に

「
趙
」
字
が
見
ら 

れ
な
い
と
い
、っ
事
は
、
言
い
換
え
れ
ば
滝
川
本
に
し
か
見
ら
れ
な
い 

と
い
ぅ
事
で
あ
り
、
滝
川
氏
の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
 

〔皆
來
送
葬
〕

滝
七
六
、
九

〇
括
地
志
日 

漢
太
上
皇
陵
在
雍
州
櫟 

陽
縣
北
二
十
五
里
漢
書
云
高
帝
十
年
太
上
皇
崩
葬
萬
年
陵 

— 

也

•
括

地

志

云

(南
化
幻
謙
岩
本
云
字
作
日
)
漢
太
上
皇
陵
在
雍
州
櫟 

陽
縣
北
二
十
五
里
漢
書
云
高
帝
十
年
太
上
皇
崩
葬
萬
年
陵
(幻
瀧
本 

無
陵
字
)
縣

(謙
岩
本
作
陵
)
也

【南
化
】
【幻
】
【謙
】
【岩
】
【瀧
】
 

※
水
沢
博
士
に
ょ
れ
ば
、
「括
地
志
云
」

の

r

云
」
字
は
、
滝
川
本 

の

み

が

「
云
」
と
作
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
滝
川
氏
の
誤
り 

で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
金
本
の
佚
文
も
、
そ
の
証
左
と
な
ろ
ぅ
。



〔具
言
綰
反
有
端
矣
U
 

滝
八
三
、
八 

〇

方

言

—

端

緒

也

•
方
言
云
端
緒
也
【南
化
】
【幻
】
【謙
】
【岩
】
【

攏
】

〔皆
令
爲
吹
樂
U
 

滝
八
七
、
四 

〇
上
尺
瑞
反
下
音
岳
以
前
但
有
歌
兒
今
加
吹
樂 

〔小
人
以
僂
〕

滝
八
八
、
ニ

〇
注
傕
音
西
志
反
裴
胭
引
史
記
音
隱
日
此
音
苴
音
肆
亦
小
細
貌
也
南 

人
呼
物
小
者
爲
肆
四
猶
細
也

•
注
傕
音
西
志
反
裴
E
引
史
記
音
隱
—
此
音
亘
音
肆
亦
小
細
貌
也
南 

人
呼
物
小
者
爲
肆
四
猶
細
也
【謙
】

【岩
】

〇
傕
先
代
反
又
音
四
僂
猶
碎
也
言
周
末
世
文
細
碎
鄙
陋
薄
惡
小
人
之 

甚•
傷
先
代
反
又
音
四
傕
猶
碎
也
言
周
末
世
文
細
碎
鄙
陋
薄
惡
小
人
之 

甚

【南
化
】
【幻
】
【謙
.】
【岩
】
【瀧
】

※
水
沢
博
士
は
、
「注
傕
音
西
志
反
…
…
」

の
注
文
は
謙
本
、
岩
本 

に
し
か
書
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
が
、
南
化
本
に
も
見
ら 

れ

る

(
三
九
葉
右
)
。
更
に
、
金

本

•
南
化
本
で
は
、
「僂
先
代
反
又 

音
…
…
」
が
、
「注
僂
音
西
志
反
…
…
」

の
前
に
位
置
し
て
い
る
。
 

な

お

、

「
注傕
音

西

志

反

…

…

」

は

、
‘
「
注

ニ

傕
音

ハ

西

志

ノ

反

…

…

」

と
読
む
と
考
え
ら
れ
、
従
つ
て
こ
の
部
分
は
、
『
正
義
』

佚
文
で
は 

な
い
と
い
ぅ
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。
金

本

•
南
化
本
共
に
、

「
注 

僂
」
は
朱
で
四
角
く
囲
わ
れ
て
お
り
、
別
の
注
と
し
て
解
釈
さ 

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
幻

.
謙

•
岩
本
は
未
見
。

〔使
人
不
倦
得
天
統
矣
〕

滝
八
八
、
九 

〇
夏
之
政
忠
忠
之
敝
其
末
世
敗
壞
多
威
儀
若
事
鬼
神
周
人
承
殷
爲
文 

其
末
細
碎
薄
陋
文
法
無
有
悃
誠
故 

素
人
承
周
不 

改
其 

敝
反
成
酷
法
嚴
刑
故
漢
人
承
秦
苛
—
約

— 

三
章
反 

其
忠 

政 

使 

民
不
倦
得
天
統
矣
故
太
史
公
引
禮
文
爲
此
贊
者
美 

高
祖
能
變
易
秦
敝
使
萬 

姓
安
寧 

•
夏
之
政
忠
忠
之
敝
其
末
世
敗
壞
多
威
儀
若
事
鬼
神
周
人
承
殷
爲
文 

其
末
—
碎
薄
陋
文
法
無
有
悃
誠
故
(幻
瀧
川
本
無
故
)
素
人
承
周
不 

改

其

(幻
瀧
川
本
無
其
)
敝
反
成
酷
法
嚴
刑
故
漢
人
承
秦
苛
法
約
法 

(幻
岩
本
無
法
)
三
章
反
(幻
岩
本
作
及
)
其
忠
(岩
本
作
患
)
政 

使

(岩
本
無
使
)
民
不
倦
得
天
統
矣
故
太
史
公
引
禮
文
爲
此
贊
者
美 

高
祖
能
變
易
秦
敝
使
百
(岩
本
百
譌
方
)
姓
安
寧
【南
化
】
【幻
】
 

【謙
】
【岩
】
【瀧
】



巻

四

十

七

孔

子
世
家
第
十
七

【遂
居
焉
〕

滝
五
ニ
、
ニ 

〇鞔

音
問

巻
四
十
九

外

戚

世

家

第

十

九

〔及
繼
體
守
文
之
君
〕

滝
ニ
、
三 

〇
繼
體
謂
嫡
子
繼
先
祖
者
也
守
文
謂
守
先
祖
法
制
也 

〔藎
亦
有
外
戚
之
助
焉
〕

滝
ニ
、
五 

0
内
德
謂
皇
后
也
外
戚
謂
皇
后
親
戚
也 

〔況
卑
下
乎
〕

滝
四
、
一
 

〇
言
臣
子
有
親
愛
之
情
君
父虽

尊
猶
不
能
除

奪
況
乎
卑
下
而
能
止
制 

乎 

•
言
臣
子
有
親
愛
之
情
君
父
雖
尊
猶
不
能
—

(南
化
楓
三
謙
能
下
有 

除
字
)
奪
況
乎
卑
下
而
能
土
制
(南
化
楓
三
謙
本
止
制
互
倒
)
乎 

【南
化
】
【楓
】
【三
】
【謙
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

〔或
不
能
成
子
姓
〕

滝
四
、
四 

〇
言
無
子
孫

〔及
晩
節
色
衰
愛
弛
〕

滝
五
、
ニ 

〇
下
式
支
反
謂
閼 

展
也
言
姫
□
多
也 

•
下
式
支
反
謂
閼
(閼
謙
本
作
閑
)
展
也
言
姫
嬪
多
也
【南
化
】
 

【楓
】
【三
】
【謙
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

〔賜
長
公
主
嫖
〕

滝
一
四
、
八 

0
東
宮
太
后
宮

〔因
欲
奇
兩
女
乃
奪
金
氏
〕

滝
一
五
、
三 

〇
奇
作
倚
日 

倚
於
綺
反
倚
依
也
問 

卜
筮
兩
女
當
貴
乃
依
恃
之
故
奪
金
氏
之
女 

•
奇
作
倚
—

(南
化
謙
狩
本
倚
下
有
日
)
倚
於
綺
反
倚
依
也
問
(
問 

南
化
謙
本
作
閭
)
卜
筮
兩
女
當
貴
乃
依
恃
之
故
奪
金
氏
之
女
【南 

化
】
【楓
】
【三
】
【謙
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

〔
景

帝

以

故

望

之
；！  

滝
一
六
、
七 

〇
望
銜 

很
也 

•
望
猶
(南
化
楓
三
謙
本
猶
作
御
梅
狩
本
作
銜
)
很

也

【南
化
】
 

【楓
】
【三
】
【謙
】
【梅
】
【

攏
】

〔
昭
帝
立
時
年
五歲

耳
U
 

滝
三
〇
、
ニ 

〇
漢
書
日
後
元
— 

年
上
疾
病
遂
立 

昭
帝
— 

太
子
年
八歲

明
日
武
帝
崩
太
子



卽
皇
帝
位
五歲

者
緒
先
生
誤
矣

•
漢

書

日

後

元

ニ

(南
化
楓
三
謙
梅
狩
本
無
二
字
)
年
上
疾
病
遂
立 

昭

帝

爲

(南
化
楓
三
狩
本
無
爲
字
)
太
子
年
八歲

明
日
武
帝
崩
太
子 

卽
皇
帝
位
五歲

者
褚
先
生
誤
矣
【南
化
】
【楓
】
【三
】
【謙
】
【梅
】
 

【狩
】
【瀧
】

巻
五
十
一
荊
燕
世
家
第
二
十
一

〔令
其
子
求
事
呂
后
所
幸
大
謁
者
張
子
卿
〕

滝
五
、
六 

◦
長
子
卿
漢
書
作
澤
卿
音
釋
高
后
紀
周
勃
傳
作
釋
子
卿
字
也 

•
張
子
卿
漢
書
作
澤
卿
音
釋
高
后
紀
周
勃
傳
作
釋
子
卿
i

【南
化
】
 

【楓
】
【三
】
【謙
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

〔乃
風
大
臣
語
太
后
〕

滝
七
、
一
 

〇
語
魚
呂
反
以
卑
言
尊
之
意
也 

〔事
發
相
重
〕

滝
一
〇
、
ニ 

〇
謂
事
發
動
皆
得
尊
位
故
云
相
重

巻
六
十
一
伯
夷
列
伝
第
一

〔然
虞
夏
之
文
可
知
也
〕

滝
五
、
六 

〇
伯
夷
叔
齊
讓
位
大
統
重
器
天
下
爲
難
學
者
博
觀

典
籍
籍
詩
書
雖
缺
尚
□
載
堯
禪
舜
及
諸
子
云
堯
讓
許
由
夏 

禹
讓
卞
隨
務
光
引
此
者
藎
美
伯 

夷

叔

齊

—
 

讓
唯
學
丨 

能□

•
伯
夷
叔
齊
讓
位
大
統
重
器
天
下
爲
難
學
者
博
見
(南
化
梅
本
見
字 

作
観
)
典
籍
—
詩
書
雖
缺
尚
書
載
堯
禪
舜
及
諸
子
言
堯
讓
許
由
— 

(南
化
梅
狩
本
有
夏
字
瀧
本
誤
脱
)
禹
讓
卞
隨
務
光
引
此
者
藎
美
伯 

夷

叔

齊

之

(南
化
梅
狩
本
無
之
字
)
讓

唯

學

者

(梅
狩
本
無
f

字
)
 

能
知
【南
化
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

〔此
何
以
稱
焉
〕

滝
六
、
九

〇
莊
子
云
湯
將
伐
桀
因
卞
隨
而
謀
卞
隨
日
非
吾
事
也
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
 

湯
遂
與
伊
尹
謀

伐
桀
克
之
以
讓
卞
隨
卞
隨
日
君
之
伐
桀
也 

謀
乎
我
必
以
我
爲
賊
勝
桀
而
讓
我
必
以
我
爲
貪
—

吾
生
乎
亂
世
無
道
之
人
再
来
漫
我
以
其
辱
行
吾
不
忍
數
聞
乃 

自
投
水
而
死
又
讓
務
光
務
光
云
廢
上
非
義
也
殺
民
非
仁
也
人
犯
無
人 

犯
無
難
我
享
其
利
非
廉
也
吾
聞
之
日
非
其
義
者
不
受
其
祿
無
道
之
世



不
踐
其
土
況
尊
我
乎
吾
不
忍
久
見
也
乃
負
石
自
沈
於
盧
水
列
仙
傳
云 

務
光
夏
時
人
耳 

長
七
尺
好
琴
服
蒲
韭 

根

•
莊
子
云
湯
將
伐
桀
因
卞
隨
而
謀
卞
隨
日
非
吾
事
也
湯
又
因
務
光
而 

謀

務
光
日
非
吾
事
也
(南
化
梅
各
本
無
上
十
四
字
)
湯
遂
與
伊
尹
— 

(南
化
梅
狩
本
有
謀
字
)
伐
桀
克
之
以
讓
卞
隨
卞
隨
日
君
之
伐
桀
也
.
 

謀
乎
我
必
以
我
爲
賊
勝
桀
而
讓
我
必
以
我
爲
貪
也
(南
化
梅
狩
本
無 

也
字
)
吾
生
乎
亂
世
無
道
之
人
再
来
漫
我
以
其
辱
行
吾
不
忍
數
聞
乃 

自
投
水
而
死
又
讓
務
光
務
光
日
廢
上
非
義
也
殺
民
非
仁
也
人
犯
！
 

I
其
難
我
享
其
利
非
廉
也
吾
聞
之
日
非
其
義
者
不
受
其
祿
無
道
之
世 

不
踐
其
土
況
尊
我
乎
吾
不
忍
久
見
也
乃
負
石
自
沈
於
盧
水
列
仙
傳
云 

務
光
夏
時
人
— 

(南
化
梅
狩
本
有
耳
字
)
長
七
尺
好
琴
服
蒲
菲
(南 

化
梅
本
菲
字
作
韭
)
根

【南
化
】
【幻
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

〔怨
邪
非
邪
〕

滝
一
一
、
四

〇
太
史
公
觀 

夷
齊
作
詩
而
餓
死
是
怨
時

邪

-
-
-
-
怨
則
兄
弟
相
讓
隱
於
深
山
□
合
於
—
務
非
怨
邪
乃
干
世

主
作
詩
ロ
餓
死
疑
之
甚
也

•
太

史

公

視

(南
化
幻
梅
本
視
字
作
観
)
夷
齊
作
詩
而
餓
死
是
怨
時 

邪
非
怨
時
邪
怨
則
兄
弟
相
讓
隱
於
深
山
豈
合
於
世
務
非
怨
邪
乃
干
世

主
作
詩
而
餓
死
疑
之
甚
也
【南
化
】
【幻
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

〔可
謂
善
人
者
非
邪
〕

滝
一
一
、
七

〇
太
史
公
言
夷
齊 

之
行
是
善
人 

邪
善
人
天
道
常舆

豈
有
餓
死
之
責
非
善
人
則
有
交
譲
廉
潔
之
行
天
下 

絶
倫
或 

之
基 

•
太

史

公

言

伯

夷

(南
化
梅
狩
本
伯
夷
二
字
作
夷
齊
)
之
行
是
善
人 

邪
善
人
天
道
常
與
豈
有
餓
死
之
責
非
善
人
則
有
交
譲
廉
潔
之
行
天
下 

絶
倫
惑
(南
化
幻
梅
本
惑
字
作
或
)
之

甚

【南
化
】
【幻
】
【梅
】
 

【狩
】
【澈
】

※

「
伯
夷
之
行
」
は
、
幻

本

も

「夷
齊
之
行
」
に
作
っ
て
い
る
。
こ 

の
事
か
ら
、
滝

本

だ

け

が

「
伯
夷
」
と
作
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

〔其
何
如
哉
〕

滝
ニ
ー
、
三 

〇
太
史
公
歎
天
之
報
施
顏
回
非
也

巻
六
十
ニ
管
晏
列
伝
第
二

〔太
史
公
日
吾
讀
管
氏
〕

滝
九
、
一
〇 

◦
七
略
云
管
子
十
八
篇
在
法
家

※
滝
川
、
水
沢
両
氏
未
発
表
の
佚
文
。
南
化
、
梅
、
狩
本
に
も
見
ぇ



る
。 

說

難
當
人 

之
心
故
日說

難
已

巻
六
十
三
老
子
韓
非
列
伝
第
三 

〔觀
往
者
得
失
之
變
〕

滝
一
五
、
九

◦
凡
治
國
之
道
寬
緩
無
事
之
時
則
用
尊
寵
名
譽
之
人
急
難
之
時
則
以 

介
胄
之
士
攻
伐
也
言
所
以
養
所
用
皆
失
之
矣 

•
凡
治
國
之
道
□
□
無
事
之
時
則
用
□
□
名
譽
之
人
急
難
之
時
則
以 

介
胄
之
士
攻
伐
也
言
所
以
養
所
用
皆
失
之
矣
【南
化
】

※
水

沢

本

は

「無
事
之
時
則
用
」
の
前
後
に
ニ
文
字
ず
つ
空
格
(

□
) 

が
あ
る
が
、
金
、
南
化
本
に
ょ
っ
て
、
そ

れ

ぞ

れ

r

i

「尊
寵
」 

を
補
ぅ
こ
と
が

出
来
る
。
な
お
、
小
沢
本
で
も

こ

の

四
文
字
が
補
わ 

れ
て
い
る
。

〔
說

難
十
餘
萬
言
〕

滝
一
五
、
一〇

〇
此
中
内 

外
儲
注
同
故
不 

書
也 

孤
憤
臣
主
暗
昧
賢 

良
好
孤
直
不
得
意
故
云
孤
憤
五
蠹
韓
子
日
商
賈

作
苦
窳
惡
濫
器 

害
五
民
故
日
五
蠹說
 

林
謂
取
衆
妙
之
士
諫
爭
其
多
若
林
故
云說

林說

難

上 

皆
韓
子
篇
名
也 

•
—
—
内

(南
化
幻
梅
狩
本
内
字
上
有
此
中
ニ
字
)
外
儲
ロ
ロ
ロ
ロ 

—
I

(南
化
幻
梅
狩
本
有
注
同
故
不
書
也
六
字
)
孤
憤
臣
主
暗
昧
賢 

良
好
孤
直
不
得
意
故
日
孤
憤
五
蠹
韓
子
日
商
賈
(南
化
幻
梅
狩
本
賈 

字
作
公
)
作

苦

窳

惡

濫

器

(梅
狩
本
無
器
字
)
害
五
民
故
日
五
蠢說
 

林
謂
取
衆
妙
之
士
諫
爭
其
多
若
林
故
云說

林說

難
(南
化
幻
梅
狩
本 

有
謂
字
)說

難

當

人

(南
化
幻
梅
狩
本
有
主
字
)
之
心
故
日說

難
已 

上

(南
化
幻
梅
狩
本
有
者
字
)
皆
韓
子
篇
名
也
【南
化
】
【幻
】
【梅
】
 

【狩
】
【澈
】

※
金
本
で
は
、
「故
云
孤
憤
」
と

「
五
蠹
韓
子
日
」

と

の

間
に
一
字 

分
の
空
格
が
あ
る
の
で
、
「
五
蠹
韓
子
日
」
以
下
が
別
の
注
で
あ
る 

可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。
更
に
、
南
化
、
幻
、
梅
本
で
は
、
「
孤
憤
」 

と

「
五
#
」
と

の

間
は
改
行
さ
れ
て
い
る
。
以

上

か

ら

、

「
五
蠢
韓 

子
日
」
以

下

は

、

正
義
佚
文
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

〔不
能
自脫

〕

滝
一
六
、
六

〇
凡說

諫
之
道
難
故
作說

難
書
甚
具
詞
理
微
妙
意
旨
極
高
太
史
公
所 

以
盡
書
錄 

ー
篇
篇
中
與
韓
微
異
耳 

•
凡說

諫
之
道
難
故
作說

難
書
甚
具
詞
理
微
妙
意
旨
極
高
太
史
公
所



以
盡
書
—

(南
化
幻
梅
狩
本
有
錄
字
)

ー
篇
篇
中
與
韓
微
異
耳
【南 

化
】
【幻
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

※
金
本
で
は
、
「
極
高
」
と

「太
史
公
」
と

の

間

に

空

格

•
改
行
が 

あ
る
。
梅
本
も
改
行
さ
れ
て
は
い
る
が
、
空
格
は
な
い
。
金
本
を
見 

る
限
り
で
は
、
「
太
史
公
…
…
」
以
下
は
別
の
注
文
で
あ
り
、
『正
義
』 

佚
文
で
は
な
い
か
の
よ
ぅ
に
見
え
る
が
、
南

化

.
幻
本
で
は
改
行
さ 

れ
て
お
ら
ず
続
け
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
恐
ら
く
金
本
の
誤
り
で 

あ
ろ
ぅ
。
金
本
と
梅
本
と
の
類
似
性
の
高
さ
を
著
す
一
例
で
あ
る
。
 

〔必
不
受
收
U
 

滝
一
八
、
三 

◦

前

人

好

學
 

利
攻
丨
彊
國
乃

陳
三
皇
五
帝
高
遠
事
情
比
不
收
用
矣
若
商
鞅說

秦
孝 

公
以
帝
道
者
公
欲
彊
國
不
收
其說

也

•
前

人

好

崇

(南
化
幻
梅
本
崇
字
作
學
)
利

攻

伐

彊

國

而

(南
化
梅 

本
而
字
作
乃
)
陳
三
皇
五
帝
高
遠
事
情
比
不
收
用
矣
若
商
鞅說

秦
孝 

公
以
帝
道
者
公
欲
彊
國
不
收
其說

也
【南
化
】
【幻
】
【梅
】
【狩
】
 

【瀧
】

〔不
可
不
知
也
〕

滝
ニ
ニ
、
ニ 

〇
此
前
諸
段
咸
是
談說

之
難
不
可
不
知
在
知
飾
所
説
之
—

敬
而
滅
其
所
醜
所說

之
主
也
言
在
談說

之
處
咸
須

知
人
主
之
所
敬
而
文
飾
之
聞
醜
悪
之
事
而
滅絕

之
然
後
乃
當
人
主
之 

心•
此
前
諸
段
咸
是
談說

之
難
不
可
不
知
在
知
飾
所
説
之
所
(南
化
幻 

梅
狩
本
無
所
字
)
敬
而
滅
其
所
醜
所
説
之
主
也
言
在
談說

之
處
咸
須 

知
人
主
之
所
敬
而
文
飾
之
聞
醜
悪
之
事
而
滅
絶
之
然
後
乃
當
人
主
之 

心

【南
化
】
【幻
】
【梅
】
【狩
】
【擺
】

巻
六
十
四
司
馬
穣
苴
列
伝
第
四

〔如
其
文
也
亦
少

褎
矣
〕

滝
八
、
一
〇 

◦
司
—
兵
法
閎
廊
深
遠
矣
雖
夏
殷
周
三
代
征
伐
未
能
竟
盡
其
理
也
如 

是
其
文
意
也
以
三
代
用
兵
亦
少
褒
揚
司
馬
穣
苴
兵
法
尚
未
盡
者
妙
也 

若
區
區
小
齊
何
暇
得
申
司
馬
穣
苴
兵
法
揖
讓
乎
言
不
得
申 

•
司
馬
兵
法
閎
廊
深
遠
矣
雖
夏
殷
周
三
代
征
伐
未
能
意
盡
其
理
也
如 

是
其
文
意
也
以
三
代
用
兵
亦
少
褒
揚
司
馬
穣
苴
兵
法
尚
未
盡
者
妙
也 

若
區
區
小
齊
何
暇
得
申
司
馬
穣
苴
兵
法
揖
讓
乎
言
不
得
申
【南
化
】
 

【梅
】

巻
六
十
五
孫
子
呉
起
列
伝
第
五



〔用
其
次
爲
隊
長
〕

滝
四
、
ニ 

〇
拘
行
示
也

巻

六

十
六
伍
子
胥
列
伝
第
六

〔越
王
句
踐
乃
以
餘
兵
五
千
人
棲
於
會
稽
之
上
U
 

滝
一
四
、
九 

〇
上
地
名
也

※
滝
川
、
水
沢
両
氏
未
発
表
の
佚
文
。
南

化

•
梅
本
に
も
見
ぇ
る
。 

な
お
、
三
家
注
本
の
正
義
本
文
に
も
、
「
上
地
名
」
と
い
ぅ
記
載
が
見 

え

る

。

巻
七
十
張
儀
列
伝
第
十 

〔裁
如
嬰
兒
〕

滝
三
八
、
八

〇
裁

-
-
- 

謂
形
體
也
公
羊
辯
而
裁
之

•
裁

才

代

反

(梅
本
無
上
三
字
)
謂
形
體
也
公
羊
辯
而
裁
之
(南
化 

幻
高
本
無
上
六
字
)

【南
化
】
【幻
】
【梅
】
【狩
】
【野
】
【高
】
【瀧
】
 

※

「
才
代
反
」
に
関
し
て
、
南
化
本
に
は
こ
の

三
字
が
見
ら
れ
る
が
、

「
裁
謂
形
體
也
」
と
い
ぅ
記
載
の
あ
と
改
行
を
挟
ん
で
お
り
、

一
見 

し
て
、
正
義
佚
文
と
は
異
な
る
注
釈
で
あ

る

可

能

性

が

相

'

K

疋
さ
れ
る
。 

ま
た
、
「
公
羊
辯
而
裁
之
」
に
つ
い
て
も
、
金
本
に
ょ
れ
ば
、
「
裁
謂 

形
體
也
」
と

の

間
に
改
行
を
は
さ
ん
で
お
り
、
正
義
佚
文
で
は
な
い 

と

考

え

ら

れ

る

。

巻

七

十一

樗
里
子
甘
茂
列
伝
第
十
一

〔而
不
肯
行
〕

滝
二
三
、
七 

◦

張

唐

爲

卿-
-
-
-

•
張
唐
爲
卿
故
日
張
卿
(南
化
幻
梅
狩
本
無
上
四
字
)

【南
化
】
 

【幻
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

〔夫
項
橐
生
七歲

爲
孔
子
師
U
 

滝
二
三
、
九 

◦

尊

大

尊

大
 

其
道
德 

故
日
大

•

尊
-
-
-
(梅
本
尊
下
有
大
尊
大
三
字
野
本
尊
下
有
大
)
其
道
德

故
日
大
【南
化
】
【幻
】
【梅
】
【狩
】
【野
】
1

】

〔王
不
如
齋
臣
五
城
以
廣
河
聞
〕

滝
ニ
五
、
七 

〇

齋

—

卽

者
 

反



割
五
城
廣
河
聞說
 

甘

羅

還

報

秦

也 

•
齋

音

卽

齊

(南
化
幻
本
齊
作
兮
)
反

(梅
本
上
五
字
作
齋
卽
者
反
)
 

割

五

城

廣

河

聞

託

(南
化
幻
梅
本
託
作
訖
)
甘
羅
還
報
秦
也
【南
化
】
 

【幻
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

巻
七
十
ニ
穣
公
列
伝
第
十
二

〔秦
昭
王
母
宣
太
后
弟
也
〕

滝
ニ
、
ニ 

〇
穣
鄧
州
理
縣
冉
日
嶮
反

•
穰
鄧
州
穰
縣
圬
日
嶮
反
(梅
狩
野
本
無
上
四
字
疑
非
正
義
注
文
乎
)
 

【梅
】
【幻
】
【狩
】
【野
】
【高
】
【瀧
】

※
幻

本

で

は

「
正
義
日
穰
鄧
州
理
縣
」

の
あ
と
、
空
格
一
字
分
を
挟 

ん

で

「
待
日
嶮
反
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、

一
見
す
る
と
こ
の
四 

字
も
正
義
佚
文
で
あ
る
か
の
ょ
ぅ
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
金
本
で
は
、
 

「
正
義
日
穰
鄧
州
理
縣
」
と

r

冉
日
嶮
反
」
と
の
間
に
改
行
が
挟
ま 

れ
て
お
り
、
し
か
も
両
注
文
の
間
に
は
相
当
な
距
離
が
隔
た
れ
て
い 

る
。
従
っ
て
、
後

半

の

「
捋
日
嶮
反
」

の
四
字
は
正
義
佚
文
で
は
な 

い
と
す
る
水
沢
氏
の
考
証
が
正
し
い
こ
と
は
、
金
本
に
よ

つ

て
明
白 

で
あ
る
。

〔高
陵
君
涇
陽
君
而
魏
圬
最
賢
U
 

滝
三
、

一
 

〇
悝
苦 

廻
切 

•
悝

客
(南
化
梅
本
客
字
作
苦
)
廻
反
【南
化
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】
 

〔不
然
必
見
欺
〕

滝
七
、
一
〇 

〇
秦
欲
魏
魏
少
割
地
仍
求
秦
質

•
秦
欲
和
魏
魏
割
地
仍
求
秦
質
【南
化
】
【幻
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

巻
七
十
三
白
起
王
翦
列
伝
第
十
三

〔渉
河
取
韓
安
邑
以
東
到
乾
河
〕

滝
ニ
、
七 

〇
乾
河
源
出
絳
州
絳
縣
東
南
殽
山
南
流
注
河
是 

水

冬

□

□

□

故

□

□

河

•
乾
河
源
出
絳
州
絳
縣
東
南
殽
山
南
流
注
河
其
(高
梅
本
其
字
作
是
)
 

水
冬
乾
夏
流
故
日
乾
河
【幻
】
【梅
】
【狩
】
【野
】
【高
】
【瀧
】
 

〔趙
孝
成
王
與
平
腸
君
平
原
君
計
之
〕

滝
五
、
一
 

◦
□

□

家

云

封

趙

豹

0

0

0

0
 

平
陽
故
城
在
相
州
臨
□
縣
西
二
十
五
里

•
趙
世
家
日
封
趙
豹
爲
平
陽
君
(南
化
梅
高
本
平
陽
君
三
字
作
王
字
)
 

平
陽
故
城
在
相
州
臨
漳
縣
西
二
十
五
里
【南
化
】
【幻
】
【掖
】
【梅
】



【狩
】
【高
】
【野
】
【瀧
】

〔夫
秦
王
伹
而
不
信
人
〕

滝
一
六
、
一
〇 

〇
徐

—
云
一
作
粗
竝
音
息
故
反
怛
音
丁
達
反
又
作
伹
音
子
奴
反 

•
徐
廣
日
一
作
粗
竝
音
息
故
反
怛
音
丁
達
反
又
作
伹
音
子
奴
反
(瀧 

本
無
上
十
二
字
依
南
化
梅
本
補
)

【南
化
】
【幻
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】
 

〔方
投
石
超
距
〕

滝
一
七
、
八

o

-
-
-
-

本
械
也
出
地
若
雞
距
也
然 

士

跳

躍

— 

—

.
壯

之

—

出

與
否
以
定
勝
負
也

•
超

跳

躍

也

(南
化
梅
狩
本
無
上
四
字
南
化
本
後
人
補
此
四
字
)
距 

木
械
也
—
—
若
雞
距
—
然

(南
化
幻
梅
高
本
然
字
移
在
壯
上
)
也
壯 

士

跳

躍

走

拔

(梅
本
無
走
拔
二
字
)
之

按

出

(南
化
梅
本
無
按
出
ニ 

字
)
與
否
以
定
勝
負
也
【南
化
】
【幻
】
【掖
】
【梅
】
【狩
】
【野
】
 

【高
】
【瀧
】

巻
七
十
四
孟
子
荀
卿
列
伝
第
十
四 

【作
孟
子
七
篇
〕

滝
四
、
八

〇

ロ

ロ

有

ロ

ロ

公

明

高

等

孟

ロ

撰

趙

岐

注

又

一

本

ロ

ロ

劉

熙

撰

又

ー
 

表
九
□
基
母
邃
撰
也

•
孟
子
有
萬
章
公
明
高
等
孟
軻
撰
趙
岐
注
又
一
本
七
卷
劉
熙
撰
又
一 

本
九
卷
棊
母
邃
撰
也
【幻
】
【掖
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

※

「
一
本
九
卷
」
は
、
金
本
だ
け
で
な
く
南
化
本
も
「
一
表
九
卷
」 

に
作
る
。

〔先
孟
子
〕

滝
五
、
ニ 

〇

三
驄
—

忌

衍

奭

•
三

驄
驄

忌
衍
奭
【梅
】
【野
】
【高
】
【瀧
】

※
金
本
は
こ
の
注
文
に
「
正
義
日
」

の
文
字
が
冠
さ
れ
て
い
な
い
。
 

梅
本
も
同
じ
。
野

•
高
本
は
未
見
。

〔終
始
大
聖
之
篇
十
餘
萬
言
〕

滝
五
、
五

〇
參
人
□
燕 

鄒
子
二
種
合
一
百

七

錄

云

—

—

鄒

衍

撰

七

略

云
 

條
餘
篇
者 

丨

今
唯
此
又
似
後
人
所
記

•
參

人

仕

燕

(幻
狩
瀧
本
無
上
四
字
)
七
錄
云
鄒
子
鄒
衍
撰
七
略
云 

鄒

子

二
種
合
一
百
(梅
本
有
餘
字
)
條

—
篇

I 

(梅
本
有
著
字
)
亡 

今
惟
此
又
似
後
人
所
記 

〔天
地
之
際
焉
〕

滝
七
、
五



〇
言
一
州
縣
有
裨
海
環
繞
之
凡
天
下
有
— 

州
有
大
* 

海
環
繞
其
外
乃
至
天
地
之
際
也

•
言
一
州
縣
有
裨
海
環
繞
之
九
天
下
有
九
(梅
本
無
九
)
州
有
大
* 

海
環
繞
其
外
乃
至
天
地
之
際
也
【南
化
】
【幻
】
【掖
】
【梅
】
【狩
】
 

【野

】

M

〔始
也
濫
耳
〕

滝
七
、
七

◦
六
親
外
祖
父
母
一
妻
父 

母
ニ
姨
妹
之
子
三 

兄
弟 

子
四
從
子
五
女
之
子
六
王
弼
云
父
母
兄
弟 

妻
子
也 

鄒
子
楮 

有
國
者
益 

淫
侈
不
能
爲
德
須
若
大
雅 

整
之
於 

身
延
及
黎
庶
矣
乃
作
術
其
終
要
歸
止 

乎
仁
義
節
儉
君
臣
上
下
六
親
之
施
始
初
也
猶
泛
濫
未
能
周
備
故
云
濫 

耳
若
江
源
濫
觴

•
六
親
外
祖
父
母
一
妻
—

(南
化
梅
本
有
父
字
)
母
ニ
姨
妹
之
子
三 

兄

弟

(南
化
本
有
之
字
)
子
四
從
子
五
女
之
子
六
王
弼
云
父
母
兄
弟 

妻
子
— 

(南
化
狩
本
有
也
字
)
鄒
子
賭
(梅
本
賭
作
褚
)

有
國
者
益 

淫
侈
不
能
尚
德
須
若
大
雅
(南
化
本
有
之
字
)
整
之
— 

(梅
本
有
於 

字

)
身
延
及
黎
庶
矣
乃
作
術
其
終
要
歸
—

(南
化
梅
狩
本
有
止
字
)
 

乎
仁
義
節
儉
君
臣
上
下
六
親
之
施
始
初
也
猶
泛
濫
未
能
周
備
故
云
濫

耳
若
江
源
濫
觴
【南
化
】
【幻
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

※

「
六
親
外
祖
父
母
一
妻
父
母
ニ
姨
妹
之
子
三
兄
弟
子
四
從
子
五
女 

之
子
六
王
弼
云
父
母
兄
弟
妻
子
」

の
部
分
は
、
金
本
に
は
「正
義
日
」 

と
冠
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
南
化
本
で
は
、
「
正
義
日
」

が
冠
さ 

れ
て
い
る
も
の
の
、
補
筆
で
あ
る
こ

と

は

一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。 

〔昭
王
擁
彗
先
驅
U
 

滝
八
、
五

◦
彗
箒 

也
擁
彗
則
執
帚
曲
腰
掃
也
言
昭
王
向
曲
腰 

若
擁
彗
先
驅
之
類

•
彗

帚

(梅
本
有
箒
字
)
也
擁
彗
則
執
帚
曲
腰
掃
也
言
昭
王
向
曲
腰 

若
擁
彗
先
驅
之
類
【幻
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

〔作
先
合
〕

滝
九
、
七 

◦
先
合
人
主
之
好
乃
得
見
用
然
後
之
大
道 

〔炙
轂
過髡

U
 

滝
一
三
、
四

〇

-
-
- 

亂
調
疾
言
也

•
調
音
化
(液
梅
狩
本
無
上
三
字
)
亂
調
疾
言
也
【南
化
】
【幻
】
 

【液
】
【梅
】
【狩
】
【野
】
【高
】
【瀧
】

巻
七
十
五
孟
嘗
君
列
伝
第
十
五



〔將
不
利
其
父
母
〕

滝
四
、
九 

〇
俗說

五
月
五
日
生
子
男
害
父
女
害
母 

〔僕
妾
餘
粱
肉
〕

滝
五
、
八

〇
梁
-
- 

粟

•
梁
肉
梁
(梅
狩
本
無
上
二
字
)
粟

【南
化
】
【梅
】
【狩
】

〔孟
嘗
君
待
客
坐
語
〕

滝
六
、
一
〇 

〇
侍
猶
當
也

〔卽
使
人
馳
傳
逐
之
〕

滝
九
、
五 

◦

傳

驛

也

〔齊
湣
王
不
自
得
以
其
遣
孟
嘗
君
〕

滝
一
〇
、
四 

〇
作
不
自
德
言
自
嫌
无 

德
而
進
孟
索

•

-
-
-
-
言
自
嫌
无
(无
瀧
川
本
之
誤
當
作
无
)
德
而
遣
孟
嘗

(野
本
有
君
字
)

【南
化
】
【掖
】
【梅
】
【謙
】
【狩
】
【野
】
【高
】
 

【攏
】

〔則
齊
王
孰
與
爲
其
國
也
〕

滝
一
三
、
一
〇 

〇
謂
弗
相
呂
禮
欲
今
齊
秦
若
齊
秦
不
合
天
下
之
從
集
歸
於
齊
魏 

弗
必
走
去
齊

•
親
弗
相
呂
禮
欲
合
齊
秦
若
齊
秦
不
合
天
下
之
從
集
歸
於
齊
親
(親 

瀧
川
本
之
誤
當
作
魏
)
弗
必
走
去
齊
【南
化
】
【掖
】
【梅
】
【謙
】

【狩
】
【瀧
】

〔秦
必
重
子
以
取
晉
〕

滝
一
四
、
一
〇 

〇

取

晉

—

齊

晉

—

•
取
晉
謂
齊
晉
取
【南
化
】
【幻
】
【梅
】

〔晉
必
重
子
以
取
秦
〕

滝
一
五
、
一
 

◦

取

秦

謂

親

秦

〔孟
嘗
君
置
傳
舍
十
日
U
 

滝
一
七
、
四 

〇
傳
舍
下
客
所
居 

〔長
鋏
歸
來
乎
U
 

滝
一
七
、
八 

〇

長
鉄
劍
名
-
-
-

•
長
鋏
觌

名
古
俠
反
(梅
狩
本
無
上
三
字
)

【南
化
】
【幻
】
【梅
】
 

【狩
】
【野

H

高
】

〔所
期
物
亡
其
中
U
 

滝
ニ
五
、
五 

〇
言
市
平
明
萬
物
皆
赴
若
期
會

巻
七
十
六
平
原
君
虞
卿
列
伝
第
十
六

〔非
特
其
末
見
而
已
U
 

滝
五
、
五 

〇
穎
禾
穗
末
也
穎脫

而
出
言
特
出
衆
穗
之
表



•
穎
禾
穗
末
也
穎脫

而
出
言
特
出
衆
穗
之
上
(各
本
校
記
上
字
作
表
)
 

【南
化
】
【幻
】
【梅
】
【狩
】
【野
】
【高
】
【瀧
】

〔而
未
發
也
〕

滝
五
、
八

〇

言

十

九

人

—

共

 

目
視
之
竊
笑
未 

敢
發
走
也
發
字
或
作
廢
者
非
—
毛
遂
不
由
十
九
人
而
得
廢
棄
也 

•
言

十

九

人

相

與

(南
化
梅
高
本
相
與
二
字
作
共
)
目
視
之
竊
笑
未 

敢
發
聲
也
發
字
或
作
廢
者
非
也
毛
遂
不
由
十
九
人
而
得
廢
棄
也
【南 

化
】
【幻
】
【梅
】
【狩
】
【野
】
【高
】
【瀧
】

〔取
鶴
狗
馬
之
血
来
〕

滝
七
、
六

〇
周
禮
盟
之
用
性
天
子
以
牛
及
馬
諸
侯
以
犬
及
豭
大
夫
以
下
用
雞
今 

總
言
之
用
血
未
詳

•
周
禮
盟
之
用
牲
天
子
以
牛
及
馬
諸
侯
以
犬
及
豭
大
夫
以
下
用
雞
今 

總
言
之
用
血
未
詳
【南
化
】
【幻
】
【梅
】
【狩
】

〔事
成
操
右
券
以
責
U
 

滝
一
〇
、

一
〇 

〇
右
券
上
契
也
言
虞
卿
爲
平
原
取
封

事
成
嘗
操 

上
契
之
功
以
責
平
原
報 

已
之
德

•
右
券
上
契
也
言
虞
卿

-
-
-
-
-

(南
化
梅
本
有
爲
平
原
取
封
五

字
)
事
成
常
取
(南
化
梅
本
常
取
作
嘗
操
)
上
契
之
功
以
責
平
原
報

已
之
德
【南
化
】
【幻
】
【梅
】
【狩
】
【激
】

※

「為
平
原
取
封
」

の
五
字
は
、
狩
本
に
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
常 

取
」

に
つ
い
て
も
、
南

化

•
梅
本
だ
け
で
な
く
、
幻

•
狩
本
に
お
い 

て

も

「
嘗
操
」
と
作
っ
て
い
る
。

〔乃
拙
公
孫
龍
〕

滝
一
一
、
六

〇
繳 

音
叫
繳
繞
紛
亂
爭
言
而
相
隨
近
競
後 

息
不
能
無
害
君
子

•
徼

(南
化
梅
本
徼
字
作
繳
)
音
叫
繳
繞
紛
亂
爭
言
而
相
隨
近
競
後 

息
不
能
無
害
君
子
【南
化
】
【幻
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

〔與
平
陽
君
爲
媾
U
 

滝

ニ

ニ

、

ニ

〇
平
陽
君
趙
世
家
云
封
趙
豹
爲
王
平
陽
故
城
在
相
州
臨
津
縣
西
二
十 

五
里

※
滝
川
、
水
沢
両
氏
未
発
表
の
佚
文
。
南

化

.
幻

.
梅
本
に
も
同
じ 

記
載
が
見
え
る
。

〔今
臣
爲
足
下
解
負
親
之
攻
U
 

滝
一
五
、
三 

〇
郝
言
爲
趙
王
解
負
秦
親
韓
魏
之
攻 

〔而
王
獨
取
攻
於
秦
〕

滝
一
五
、
六 

〇
言
不
媾
至
来
年
趙
獨
自
取
秦
之
攻 

〔試
言
公
之
私
〕

滝
一
七
、
七



◦
試
言
緩
之
私
情
何
如

巻
七
十
七
魏
公
子
列
伝
第
十
七

〔臣
之
客
有
能
深
得
趙
王
陰
事
者
〕

滝
三
、
七 

〇
探
音
貪
亦 

作
深 

•
探

音

貪

一

(南
化
幻
梅
本
一
字
作
亦
)
作

深

【南
化
】
【幻
】
【梅
】
 

【狩
】
【瀧
】

〔偏
贊
賓
客
〕

滝
五
、
一
 

〇
劉
熙
云
稱
人
美
日
讚
讚
纂
集
其
美
而
敍
之 

〔公
子
怪
之
〕

滝
五
、
一
〇

〇
烈 

士
傳
秦
召
公
子
無
忌
無
忌
不
行
使
朱
亥
奉 

璧
一
雙
謝
秦
王
秦
王
大
怒
— 

朱
亥
著
虎
圈
中 

亥
瞪
目
視
虎
背
裂
血
濺
虎
終
不
敢
動 

•
列

(
野
本
列
字
作
烈
)
士
傳
秦
召
公
子
無
忌
無
忌
不
行
使
朱
亥
奉 

璧
ー
雙
謝
秦
王
秦
王
大
怒
將
(南
化
梅
本
無
將
字
)
朱
亥
著
虎
圈
丨 

(梅
本
有
中
字
)
亥
瞪
目
視
虎
眦
裂
血
濺
虎
終
本
敢
動
【南
化
】
【幻
】
 

【謙
】
【梅
】
【狩
】
【野
】
【澈
】

〔平
原
君
負
鞴
五
矢
爲
公
子
先
引
〕

滝

一

〇
、
八

〇

-
-
-
-
-

沈

-
-
-
字
伯
雍
任
城
人
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

•
若
胡
鹿
而
短
忱
時
林
反
字
伯
雍
任
城
人
呂
姓
晉
弦
令
作
字
林
七
卷 

【南
化
】
【幻
】
【掖
】
【謙
】
【梅
】
【狩
】
【澈
】

※

「若
胡
鹿
而
短
」
と
い
ぅ
記
載
は
、
南
化
本
に
も
見
え
な
い
。
ま 

た
南
化
本
で
は
、
「沈
時
林
反
」
は
補
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
不
求
士
也
.〕

滝
一
三
、
ニ

〇
劉
伯
莊
日 

豪
者
擧
之
不
不
論
德
行 

•
劉

伯

莊

日

(野
高
本
無
上
四
字
ご
！̂

#

之
—
不

論
德

行

【南
化
】
 

【掖
】
【1

【梅
】
【狩
】
【野
】
【高
】
【澈
】

〔竟
病
酒
而
卒
U
 

滝
一
五
、
九 

〇
魏
釐
安
王
母
弟
—

•
魏
安
釐
王
母
弟
云
云
(各
本
校
記
以
下
節
略
蓋
非
全
正
義
注
文
)
 

【南
化
】
【楓
】
【謙
】
【梅
】
【狩
】

巻
七
十
八
春
申
君
列
伝
第
十
八

〔而
駑
犬
受
其
獒
U
 

滝
三
、
ニ 

◦
兩
虎
鬪
方
困
而
駑
犬
亦
承
制
其
弊
弱 

〔累
棊
是
也
〕

滝
三
、
四



〇
累
碁
其
高
則
危
也 

〔以
臨
仁
平
丘
〕

滝
五
、
三

〇
仁
一 

作
任
今 

任
—

城
縣 

屬

濟

州

—

•
仁
一
(野
高
本
一
作
或
)
作
任
今
(野
高
本
無
今
字
)
任
州
(南 

化
梅
狩
野
高
本
無
州
字
)
城

—

(南
化
梅
狩
本
有
縣
字
)
屬
濟
州
地 

志
云
任
城
屬
東
平
國
(梅
狩
野
高
本
無
上
九
字
)

【南
化
】
【幻
】
 

【掖
】
【謙
】
【梅
】
【狩
】
【野
】
【高
】
【漉
】

〔注
齊
秦
之
要
〕

滝
五
、
七

〇
要
音
腰
要
得
魏
氏
諸
邑
又
割
濮
磨
之
北
地
而
東
西
注
齊
秦
之
詈
也 

•
要
音
腰
要
得
魏
氏
諸
邑
又
割
濮
磨
之
北
地
而
東
西
注
齊
秦
之
署
也 

【南
化
】
【液
】
【謙
】
【梅
】
【狩
】

〔係

脰
束
手
爲
羣
虜
者
〕

滝
八
、
九 

◦

係

連
脰
伏

縛

手

而

去
 

〔將
惡
出
兵
〕

滝
九
、
五 

〇
將
惡
必
攻
隨
水

※
滝
川
、
水
沢
両
氏
未
発
表
の
佚
文
。
南

化

•
梅

.
狩
本
に
も
見
ら 

れ
る
。

〔足
以
校
於
秦
U
 

滝
一
〇
、
六 

〇
校
敵
也

巻
七
十
九
范
唯
蔡
沢
列
伝
第
十
九

〔其
淺
者
又
不
足
聽
也
〕

滝
八
、
一〇 

〇
至
猶
深
也
極
也

〔意
者
臣
愚
而
不
概
於
王
心
邪
〕

滝
八
、
一
〇 

〇
概
猶
平
也
唯
言
秦
政
敎
不
能
例 

合
於 

王
心
邪

•
概
猶
平
也
唯
言
秦
政
敎
不
能
例
(瀧
本
例
空
格
依
南
化
梅
本
補
)
 

合

— 

(南
化
梅
本
有
於
)
王
心
邪
【南
化
】
【幻
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】
 

〔而
釣
於
渭
濱
耳
〕

滝
一
一
、
七

〇

括

地

志

日

—

 

泉
水
源
出
岐
州
岐
山
縣 

西

南

凡

—
 

北
流
十
二
里
注
于
渭
太
公 

釣
此
所
謂
旙縘

•
括

地

志

日

茲

(南
化
幻
梅
狩
本
無
茲
字
)
泉
水
源
出
岐
州
岐
山
縣 

西

南

凡

谷

(南
化
幻
謙
梅
狩
本
無
谷
字
)
北
流
十
二
里
注
于
渭
太
公 

釣
此
所
謂

蹯縘

(梅
本
作
磽
)
【南
化
】
【謙
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】



〔不
足
以
爲
臣
恥
〕

滝
ニ
ー
、
七 

〇
漆
身
豫
讓
也
被
髮
箕
子
也 

〔人
之
有
心
腹
之
病
也
〕

滝
一
九
、
七 

〇

蠢

音
妒
—

柱

蟲
 

•

蠢

音
妒
石

柱

蟲

※
金
本
で
は
、
「音
妒
柱
蟲
」
が
小
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ 

の
注
文
に
つ
い
て
、
水
沢
本
で
は
典
拠
史
料
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い 

が
、
金
本
の
他
に
南
化
本
に
も
見
ら
れ
る
。

〔披
其
枝
者
傷
其
心
〕

滝
ニ
ー
、
九 

〇
披
折
也

※
滝
川
、
水
沢
両
氏
未
発
表
の
佚
文
。
南

化

.
狩

•
梅
本
に
も
見
ら 

れ
る
。

〔先
生
易
鼻
巨
肩
〕

滝
三
五
、
ニ 

〇
易
鼻
言 

有
横
文
若
蝎
蟲
形

m

-
-
-
-
-
-
-

•
易
鼻
—

(南
化
梅
狩
本
有
言
字
)
有
横
文
若
蝎
蟲
—

(南
化
梅
狩 

本
有
之
形
二
字
)
也
脣
或
作
肩
言
肩
高
(南
化
梅
本
無
上
七
字
)
 

【南
化
】
【幻
】
【謙
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

〔殆
先
生
乎
〕

滝
三
五
、
六

〇
蔡
澤
實
不
醜
而
唐
擧
戲
之
楊
雄
解
嘲
言
蔡
澤
噤
吟
而
暌 

唐
擧 

誤
甚
也 

•
蔡
澤
實
不
醜
而
唐
擧
戲
之
揚
雄
解
嘲
言
蔡
澤
噤
吟
而
笑
(梅
狩
本 

笑
作
咲
)
唐
擧
(南
化
本
有
唐
奉
二
字
)
誤
甚
也
【南
化
】
【幻
】
 

【梅
】
【狩
】
【澈
】

〔澤
流
千
里
〕

滝
三
七
、
九 

〇
王
逸
云
至
美
日
純
齊
同
日
粹 

〔孰
與
以
禍
終
哉
〕

滝
四
八
、

一

〇
王
喬
周
靈
丨 

太
子
晉
也
赤
松
子
神
農
時
雨
師 

也•
王

喬

周

靈

王

(梅
狩
本
無
王
字
)
太
子
晉
也
赤
松
子
神
農
時
雨
師 

也

【南
化
】
【幻
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

巻
八
十
楽
毅
列
伝
第
二
十

〔復
滅
中
山
〕

滝
ニ
、
四 

〇
鮮
虞
子
重
更
得
封
中
山
復
符
富
反 

〔輸
之
燕
〕

滝
五
、
一
 

〇
鹵
掠
齊
寶
器
也



〔於
是
燕
昭
王
收
齊
鹵
獲
以
歸
〕

〇
收
齒
掠
而
所
獲
之
寶
藏
器
也

•
丨
鹵
掠
—
所
獲
之
寶
—
器
也
【南
化
】
【幻
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】
 

※
金
本
で
は
、
前

の

注

文r

鹵
掠
齊
寶
器
也
」

に
続
い
て
こ
の
注
文 

が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
南
化
本
で
も
金
本
と
同
様
、

「
收
鹵
掠
而 

所
獲
之
寶
藏
器
也
」
に
作
る
。
ま
た
、
南
化
本
で
は
、r

鹵
掠
齊
寶 

器
也
」
と

「收
鹵
掠
而
所
獲
之
寶
藏
器
也
」
と
の
間
は
改
行
さ
れ
て 

お
り
、
し

か

も

「
鹵
掠
齊
寶
器
也
」
は
一
格
下
^
^
ら
れ
て
い
る
。
更 

に
南
化
本
で
は
、
「收
鹵
掠
而
所
獲
之
寶
藏
器
也
」

に

「
正
義
日
」 

が
冠
さ
れ
て
い
な
い
。

〔以
警
動
於
燕
齊
U
 

滝
六
、
三

◦
諸
之
也
言
王
起
望
君
之
日
久
矣
故
號
望
諸
君
也

-
-
-
-
-
-
-

•
諸
之
也
言
王
起
望
君
之
日
久
矣
故
號
望
諸
君
也
太
公
世
家
吾
望
子 

久
矣
故
號
日
太
公
望
(上
十
五
字
非
正
義
注
文
)

【南
化
】
【幻
】
 

【梅
】
【狩
】
【瀧
】

〔故
沈
子
胥
而
不
悔
U
 

滝
一
一
、
三

〇吳

王
不
悟
合
先
論
子
胥
功
績
可
以
封
爵
之
卒
不
改
故
沈
子
胥
而
不 

悔
責
也

〔是
以
至
於
入
江
而
不
化
〕

滝
一
一
、
四 

〇
化
變
改
也
言
子
胥
不
早
見吳

王
不
同
度
量
則
遠
近
千
里
合
至
身
至 

入
江
而
不
變
故
責
於
胥
也
樂
毅
早
初
投
於
趙
得
燕
王
陷
於
不
義
身
不 

免
於
僇
辱
也

•
化
變
改
也
言
子
胥
不
早
見吳

王
不
同
度
量
則
遠
近
千
里
會
至
身
至 

入
江
而
不
變
故
責
於
胥
也
樂
毅
早
初
投
於
趙
得
燕
王
陷
於
不
義
身
不 

免
於

僇

辱
也
【南
化
】
【梅
】

〔然
後
ニ
子
退
隱
U
 

滝
一
五
、

一

〇
言
民
志
□
爲
罪
咎
而
不 

入
獄
是
内 

自
出
若
箕
子
商
容
是
也

•
言
民
志
不
爲
罪
咎
而
—

(南
化
幻
梅
本
有
不
字
)
入

獄

是

囚

(
囚 

字
梅
本
作
内
字
狩
本
作
門
字
)
自
出
若
箕
子
商
容
是
也
【南
化
】
 

【幻
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

〔而
樂
氏
之
族
有
樂
瑕
公
樂
臣
U
 

滝
一
六
、
九 

〇
巨
音
鉅
本□

□
□

□

•
巨
音
飯
本
作
臣
者
誤
【南
化
】
【幻
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

〔樂
瑕
公
敎
樂
臣
公
〕

滝
一
七
、
六

〇
藎
姓
也
史
記
不
名
樂
乘
樂
聞 

墓
竝 

在
邯
鄲
縣
南
八
里
藎
音
古
盍
反



•
藎
姓
也
史
記
不
名
樂
聞
樂
乘
(南
化
梅
本
樂
間
樂
乘
互
易
)
墓
竝 

在
邯
鄲
縣
南
八
里

蓥

音
古
盍
反
【南
化
】
【幻
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

巻
八
十
一
廉
頗
藺
相
如
列
伝
第
二
十
一

〔得
楚
和
氏
璧
U
 

滝

ニ

、

九 

〇
繆
亡
又
反
姓
也

※
金
本
で
は
、
「
正
義
日
」
が
冠
さ
れ
て
お
ら
ず
、
注
文
は
小
字
で 

書
か
れ
て
い
る
。
南
化
本
で
も
注
文
は
小
字
で
書
か
れ
て
お
り
、
 

「
正
義
」
と
補
筆
さ
れ
て
い
る
。

〔臣
乃
敢
上
璧
〕

滝
六
、
三

〇
周
禮
九
儀
謂
公
卿 

伯

子

男

公

卿

大

夫

士

上 

卿
恐
侯
欤

•
周
禮
九
儀
謂
公
卿
(幻
雲
云
卿
者
侯
之
訛
)
伯
子
男
公
卿
大
夫
士
I 

-
-
-
-
【南
化
】
【液
】
【謙
】
【梅
】
【狩
】

※
南
化
本
で
は
、
「
上
卿
恐
侯
欤
」
は
改
行
を
挟
ん
で
書
入
れ
ら
れ 

て
い
る
。

〔肉
袒
負
荊
〕

滝
一
一
、
五

〔厚
遇
戦
士
〕
 

滝
ニ
ー
、
四 

〇
戦
士
或
作
□
單
于
者
非
也

•
戦
士
或
本
作
單
于
者
非
也
【南
化
】
【掖
】
【謙
】
【梅
】
【狩
】
 

【野
】

〔彀
者
十
萬
人
〕

滝
ニ
ニ
、
四 

〇
彀
滿
弓
張
也
言
能
滿
張
弓 

射•
彀
滿
弓
張
也
言
能
滿
弦
張
(南
化
幻
梅
狩
本
弦
張
二
字
作
張
弓
)
 

射

【南
化
】
【幻
】
【掖
】
【謙
】
【梅
】
【狩
】
【

11

〔以
千
人
数
〕

滝
ニ
ニ
、
丄ハ
 

〇
委
僞
反
以
少
年
先
常
以
委

•
委
之
反
以
少
年
先
常
以
委
【南
化
】
【被
】
【謙
】
【梅
】
【狩
】
 

〔單
于
奔
走
〕

滝
ニ
ニ
、
九 

〇
檐
濫
故 

國
名
在
代
北 

•
檐

襤

胡

(南
化
幻
梅
狩
本
胡
作
故
)
國

名

在

代

北

【南
化
】
【幻
】
 

【掖
】
【謙
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

巻
八
十
三
魯
仲
連
鄒
陽
列
伝
第
二
十
三

〇
肉
袒
露
膊



〔天
子
下
席
〕

滝
七
、
三

〇

天

子

—

顯
 

王
嗣
也
下
席
謂
居
廬
寢 

苫
也
又
云
下
席
謂
崩
損 

也 

•
天
子
烈
—

(南
化
幻
梅
狩
本
烈
字
作
顯
)
王
嗣
也
下
席
謂
居
廬
寢 

苫
也
又
云
下
席
言
崩
殁
(南
化
幻
梅
狩
本
歿
字
作
損
)
也

【南
化
】
 

【幻
】
【掖
】
【梅
】
【狩
】
【野
】
¥
】

〔攝
衽
抱
机
〕

滝
九
、
四 

〇
衽
臥
席
也
袍
抱
也 

〔然
后
天
子
南
面
弔
也
〕

滝
九
、
八 

〇
殯
宮 

在
西
階

也
天
子
弔
主
人
背
殯
棺
於
西
階
南
立
北
面
—

哭

天

子

於阼
—

北

立

南

面

弔

也

•
殯

棺

(南
化
幻
梅
狩
本
棺
字
作
宮
)
在

西

階

(南
化
幻
本
階
字
作 

堦
下
同
)
也
天
子
弔
主
人
背
殯
棺
於
西
階
南
立
北
面
而
(南
化
幻
梅 

狩
本
無
而
字
)
哭
天
子
於
阼
階
北
立
南
面
弔
也
【南
化
】
【幻
】
【液
】
 

【謙
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

〔定
累
世
之
功
〕

滝
十
七
、
九 

〇
忿
悄
悒
憂
貌

〔上
書
而
介
於
羊
勝
公
孫
詭
之
聞
〕

〇
介
猶
紹
介 

繼
也
言
與
羊
勝
公
孫
詭
紹
繼 

相
接
廁
其
間

•

介

猶

紹I

(南
化
梅
狩
本
有
介
字
)
繼
也
言
與
羊
勝
公
孫
詭
紹
繼 

相
接
廁
其
間
【南
化
】
【液
】
【謙
】
【梅
】
【狩
】
【野
】
【瀧
】

〔豈
不
哀
哉
〕

滝
ニ
〇
、
七 

◦喻

曉
也

〔有
白
頭
如
新
〕

滝
ニ
ー
、
八 

〇
人
以
才
德
相
慕
至
老
白
頭
君
新
相
識 

〔傾
蓋
如
故
U
 

滝
ニ
ー
、
八 

〇
人
以
才
德
相
慕
此
及
下
車
傾
蓋
如
相
識 

〔繋
阿
偏
之
辭
哉
〕

滝
ニ
六
、
三 

◦
阿
偏
謂
阿
黨
之
言
及
偏
辭 

〔封
比
干
之
後
修
孕
婦
之
墓
〕

滝
ニ
六
、

一
〇 

◦
讀
書
傳
皆
無
封
比
干
及
修
孕
婦
之
墓
蓋
陽
在
獄
權
下
此
語
引
欲
善 

無
獸
欲
自
殺

•
諸
書
傳
皆
無
封
比
干
及
修
孕
婦
之
墓
蓋
陽
在
獄
權
下
此
語
引
欲
善 

無
獸
欲
自
殺
【南
化
】
【掖
】
【謙
】
【梅
】
【狩
】
【野
】

〔無
愛
於
士
U
 

滝
二
八
、
八 

〇
顏
云
無
所 

—



惊 

惜
也

•
顔

日

無

愛

(南
化
梅
狩
本
愛
字
作
所
)
無

(南
化
梅
本
無
無
字
)
 

恪

(南
化
梅
本
恪
字
作
恡
)
惜
也
【南
化
】
【液
】
【謙
】
【梅
】
【狩
】
 

【野
】
【瀧
】

〔何
則
以
左
右
先
爲
之
容
也
〕

滝
ニ
九
、

一
〇 

〇
言
先
爲
雕
刻
装
飾
欲
得
爲 

萬
乘
之
器
也 

•
言
先
爲
雕
刻
装
飾
故
得
爲
(南
化
本
無
爲
字
)
萬

乘

之

器

也

【南 

化
】
【幻
】
【掖
】

I

】
【梅
】
【狩
】
【野
】
【瀧
】

〔周
用
烏
集
而
王
〕

滝
三
一
、
三 

〇
顔
云
文
王
之
得
太
公
非
因
故
舊
若
烏
鳥
暴
集
也 

•
顔
云
文
王
之
得
太
公
非
因
舊
故
若
烏
鳥
暴
集
也
【
南
化
】

【
幻
】
 

【掖
】
【謙
】
【梅
】
【狩
】
【野
】
【瀧
】

巻
八
十
四
屈
原
賈
生
列
伝
第
二
十
四

〔嫺
於
辭
令
〕

滝
ニ
、
五 

〇
閑
雅
也

〔謹
厚
以
爲
豐
〕

滝
一
六
、
五

o

-
-
-
- 

襲
亦
重
也

•
重
直
龍
反
(梅
狩
本
無
上
三
字
)
襲
亦
重
也
【南
化
】
【幻
】
【梅
】
 

【狩
】
【瀧
】

〔俟
罪
長
沙
U
 

滝
二
三
、
六 

o

-
-
-
-
嘉
惠
詔
命

-
-
-
-

•
顔
云
恭
敬
嘉
惠
詔
命
俟
作
竣
同
(南
化
幻
本
無
同
而
有
日
族
古
候 

字
五
字
)
待
也
(梅
狩
本
無
上
六
字
)

【南
化
】
【幻
】
【梅
】
【狩
】
 

【瀧
】

〔坐
宣
室
〕

滝
三
五
、
四

◦
淮
南
子
云
武
王
殺
殷
紂
於
宣
室
漢蓥

取
舊
名
以
名
殿
也

巻
八
十
五
呂
不
韋
列
伝
第
二
十
五

〔非
有
以
奉
獻
於
親
〕

滝
五
、

一
 

〇
親
謂
安
國
君
—

華
陽
夫
人

•
親

謂

安

國

君

及

(南
化
本
有
本
作
皮
皮
恐
及
乎
七
字
注
梅
本
無
及 

字
)
華
陽
夫
人
【南
化
】
【幻
】
【梅
】



〔擧
立
以
爲
適
而
子
之
〕

滝
五
、

一
〇 

◦

言

華

陽

夫

人

擧

才

建

 

子

—

爲
 

安
國
君
嫡
嗣
而 

又

養

之

—

嗣

也

•
言
華
陽
夫
人
擧
才
達
(南
化
幻
梅
本
才
達
二
字
作
才
建
)
子
而
爲 

安

國

君

嫡

嗣

而

(南
化
幻
梅
本
無
而
字
)
又

養

之

爲

(梅
本
無
為
)
 

嗣
也
【南
化
】
【幻
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

※
水
沢
本
に
は
、
「爲

安

國

君

嫡

嗣

而

(南
化
幻
梅
本
無
而
字
)」
と 

有
る
が
、
南
化
本
に
は
実
際
に
は
「
而
」

の
字
が
書
入
れ
ら
れ
て
い 

る
。

一
方
でr

擧
才
達
子
而
」

のr

而
」
は
書
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。 

つ

ま

り

金
本
の
注
文
と
全
く
同
じ
で
あ

る

。

〔以
呂
不
韋
爲
丞
相
〕

滝
九
、
一

◦
莊
襄
立
丞
相
至
始
皇
又
改
爲
相
國
秦
有
左
右
丞
相
高
帝
置
一
丞
相 

十
月 

更
名
相
國
孝 

惠
高
后
置
左
右
丞
相
文
帝
置
一
丞
相
有
兩
父 

I 

哀
帝
更
名
大
司
徒
也 

•
莊
襄
立
丞
相
至
始
皇
又
改
爲
相
國
秦
有
左
右
丞
相
高
帝
置
一
丞
相 

後

— 

(南
化
幻
梅
本
有
十
月
二
字
)
更

名

相

國

孝

(南
化
幻
梅
本
孝 

作
考
)
惠
高
后
置
左
右
丞
相
文
帝
置
一
丞
相
有
兩
長
(梅
本
無
長
字
)

史

(南
化
幻
梅
本
史
作
父
)
哀
帝
更
名
大
司
徒
也
【南
化
】
【幻
】
 

【梅
】
【狩
】
1

】

〔萄
當
有
萬
家
邑
U
 

滝
一
三
、

一
 

〇
漢
宣
—
元
康
元
年
以
杜
東
原
上
爲
初
陵
更
名

韓
爲
杜
陵
在 

萬
年
縣
東
南 

十
九
— 

里
從
始
皇
七
年 

更 

太
后
至
宣
帝 

元
康
元
年
一
百
七
十
四
年

•
漢
宣
帝
元
康
元
年
以
杜
東
原
上
爲
初
陵
更
改
(南
化
幻
梅
本
改
作 

名

)
韓
爲
杜
陵
—

(南
化
梅
本
有
在
字
幻
本
有
東
字
)
萬
年
縣
東
南 

二

十

五

(南
化
幻
梅
本
二
十
五
三
字
作
十
九
二
字
)
里
從
始
皇
七
年 

葬

(南
化
幻
梅
本
葬
作
更
)
太

后

至

宣

帝

(南
化
幻
梅
本
有
元
康
ニ 

字
)
-
丄
兀
年

一

百
七
十
四
年
【南
化
】
【幻
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

巻
八
十
六
刺
客
列
伝
第
二
十
六

〔
吳

王
乃
止
〕

滝
四
、
八 

〇
公
子
光
諸
樊
之
子
也 

〔使
形
狀
不
可
治
〕

滝
九
、
九



〇
呂
氏
春
秋
云
豫
讓
欲
報
趙
襄
子
滅
鬂
去
眉
云
云 

•
呂
氏
春
秋
云
豫
讓
欲
報
趙
襄
子
滅
鬚
去
眉
云
云
【
南
化
】

【幻

】
 

【液
】
【謙
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

〔以
事
其
君
者
也
〕

滝
一
〇
、
八

〇
吾
爲
極
難
者
令
天
下
後
代
爲
大
臣
懷 

二
心
者
愧 

之
故 

漆
身
呑
炭
所
以
不
事
襄
子
也 

•
吾
爲
極
難
者
令
天
下
後
代
爲
人
臣
懷
(梅
本
重
懷
字
)
二
心
者
愧 

之

故

(幻
掖
謙
狩
本
故
字
作
胡
)
漆
身
呑
炭
所
以
不
事
襄
子
也
【南 

化
】
【幻
】
【掖
】
【謙
】
【梅
】
【狩
】
【澈
】

※
金
本
は
、
「大
臣
」

の

「大
」

の

字

を

朱

で

「
人
」

に
訂
正
し
て 

い
る
。

〔濮
陽
嚴
仲
子
事
韓
哀
侯
〕

滝
ニ
ー
、
九 

〇
年
表
云
韓
□
侯
三
年
盗
殺
韓
相
侠 

累
又
云
哀
侯 

六
年
韓
嚴
殺
其
君
韓
世
家
竝
同
戰
國
策
云
僳
走
而
抱
ロ
侯
聶
政
刺
ロ 

兼
中
哀
侯
按
世
家
及
年
表
列
侯
後
次
文
侯
文
侯
後
次
哀
侯
凡
三
世
也 

列
侯
三
年
至
哀
侯
六
年
二
十
年

其
縣
隔
未
詳
孰 

是
藎
太
史
公 

信
傳
信
疑
傳
疑
兩
存
之

•
年
表
云
韓
列
侯
三
年
盜
殺
韓
丨
俠
(梅
本
侠
作
倭
)
累
又
云
哀
侯

六
年
韓
嚴
殺
其
君
韓
世
家
竝
同
戰
國
策
云
偎
走
而
抱
哀
侯
聶
政
刺
之 

兼
中
哀
侯
按
世
家
及
年
表
列
侯
後
次
文
侯
文
侯
後
次
哀
侯
凡
三
世
也 

列
侯
三
年
至
哀
侯
六
年
三
十
年
(南
化
幻
本
三
十
年
作
二
十
七
年
梅 

本
作
二
十
年
)
其
縣
隔
未
詳
孰
(幻
本
孰
作
熟
)
是

蓥

太
史
公
(南 

化
幻
梅
本
無
公
字
)
信
傳
信
疑
傳
疑
兩
存
之
【南
化
】
【幻
】
【液
】
 

【謙
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

〔生
得
失
則
語
泄
U
 

滝
一
六
、
六 

◦
言
多
人
不
生
擒
韓
相
其
言
卽
漏
泄
也
又
一
日 

多
人
殺
韓
相
不
能
無
被
生
擒
得
之
者
也
其
語
必
泄
也 

•
言
多
人
不
生
擒
韓
相
其
言
卽
漏
泄
也
又
一
日
(野
本
無
上
十
七
字
}
 

多
人
殺
韓
相
不
能
無
被
生
擒
得
之
者
—
其

語

必

泄

丨

(野
本
泄
字
下 

有
之
字
)

【南
化
】
【幻
】
【液
】
1

】
【梅
】
【狩
】
【野
】
【澈
】
 

〔遂
以
死
〕

滝
一
七
、
五 

〇
謂
自
剝
其
面
皮
決
其
眼
睛 

〔嚴
仲
子
知
吾
弟
〕

滝
一
八
、
ニ 

〇
乃
於
本
邑
中
而
言
—

•
乃
於
本
邑
中
而
言
也
【南
化
】
【幻
】
【梅
】
【野
】
【瀧
】

〔禍
必
不
振
矣
U
 

滝

ニ

四

、

一

〇
振
動
也
言
遣 

楚
將
軍
禍
必
不



動
矣

•
振

動

也

言

舍

(南
化
梅
本
舍
字
作
遣
幻
本
作
遺
)
楚
將
軍
禍
必
不 

動
矣
【南
化
】
【幻
】
【掖
】
【梅
】
【狩
】
【

攏
】

【置
之
匈
奴
〕

滝
ニ
四
、
八 

〇
謂
不
須
更
言

〔智
深
而
勇
沈
U
 

滝
ニ
五
、
四 

Q

言
沈
審
也

〔跪
而
蔽
席
〕

滝
ニ
五
、
七 

〇
——
 

謂

引

導

田

光 

•
爲
導
(南
化
本
無
爲
導
二
字
)
謂
引
導
田
光
【南
化
】
【幻
】
【液
】
 

【謙
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

〔以
順
適
其
意
〕

滝
ニ
九
、
四 

〇
所
字
下
有
欲
字
者
非
也
，

〔可
謂
深
矣
〕

滝
三
〇
、
四

〇
— 

1
□
及
購
千
金
是
遇
深
矣 

♦
戮

(南
化
幻
梅
本
戮
字
作
言
)
家
室
及
購
千
金
是
遇
深
也
(梅
本 

也
字
子
作
矣
)

【南
化
】
【幻
】
【掖
】
【謙
】
【梅
】
【狩
】
【澈
】

〔畏
約
無
窮
時
〕

滝
三
八
、
六 

〇
言
久
結
其
約
契
逃
避
不
敢
出
有
何
窮
極
時

〔太
過
〕

滝
四
〇
、

一

◦

太

子

丹

質

於

秦

秦

 

王
遇
之
無
禮
不
得
意
欲 

歸
秦
王
不
聽
謬
日
烏
頭
白
馬
生
角
乃
可
丹
仰
天
嘆
焉
卽

謂
之
烏
頭
白
馬
生
角
王
不
得
已
遺
之
爲
機
發
橋
欲
陷
丹 

過
之
橋
爲
不 

發

•
太
子

丹

質

於

秦

秦

(南
化
本
不
重
秦
字
)
王
遇
之
無
禮
不
得
意
欲 

歸
秦
王
不
聽
謬
日
烏
頭
白
馬
生
角
乃
可
丹
仰
天
嘆
焉
乃
(南
化
梅
本 

乃
字
作
卽
)
謂
之
烏
頭
白
馬
生
角
王
不
得
已
遺
之
爲
機
發
橋
欲
陷
丹 

過
之
橋
爲
不
(南
化
本
無
不
字
)
發

【南
化
】
【幻
】
【掖
】
【謙
】
 

【梅
】
【狩
】
【瀧
】

卷
八
十
七
李
斯
列
伝
第
二
十
七

〔人
面
而
能
彊
行
者
耳
〕

滝
三
、
七

◦
言
處
卑
賤
之
人
如
禽
獸
終
日
食
之
觀 

視
其
肉 

徒
有
人
面
強
行
於
地

•
言
處
卑
賤
之
人
如
禽
獣
終
日
食
之
覬
(南
化
梅
本
作
觀
)
視
其
肉 

徒
有
人
面
強
行
於
地
【南
化
】
【幻
】
【狩
】
【瀧
】



巻
九
十
魏
豹
彭
越
列
伝
第
三
十

〔欲
有
所
會
其
度
〕

滝
一
一
、
ニ 

◦

言

二

人

得

—

 

攝
一
尺
之
權 

柄
卽
生
變
動
欲
有 

其
度
類

•
言

二

人

得

館

(幻
梅
本
無
綰
字
)
攝

一

尺

之

權

(幻
本
權
字
作
館
)
 

柄

卽

生
變
動
欲
有
(南
化
幻
梅
狩
本
有
會
字
)
其

度

數

(南
化
幻
梅 

本
数
字
作
類
)
度

徒

故

反

【南
化
】

【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

※
南

化

本

で

は

「
言
二
人
…
…
其
度
類
」
が
天
に
書
入
れ
ら
れ
て
い 

る
の
に
対
し
、
「
度
徒
故
反
」
は
地
の
部
分
に
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
 

こ
の
点
に
関
し
て
水
沢
博
士
は
、r

按
依
南
化
本
校
計
度
徒
故
反
四 

字
疑
非
正
義
注
文
」
と
記
し
て
い
る
。
金

本

に

は

「度
徒
故
反
」

の 

記
載
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
水
沢
氏
の
考
証
が
正
し
い
こ
と
が
金
本 

に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。

五

、

お

わ

り

に

以
上
、
「秦
始
皇
本
紀
」
か

ら

「
魏
豹
彭
越
列
伝
」
ま
で
に
渉
っ
て
、

斯

道

文

庫

蔵

『史
記
題
評
』
書

入

れ

の

『正
義
』
佚
文
を
翻
刻
し
た
。
斯 

道
文
庫
蔵
本
に
見
ら
れ
る
『
正
義
』
佚
文
の
ぅ
ち
、
量
的
に
は
約
半
分
程 

度
を
公
開
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ

れ

で

も

金

本

(斯

道

文

庫

蔵

『史
記 

題
評
』
)
の

『
正
義
』
佚

文

の

価

値

•
性
格
が
、
あ
る
程
度
は
明
ら
か
に 

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
最
後
に
そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
第
一
点
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
金

本

の

『
正
義
』
佚
文
に
は
、
数 

は
わ
ず
か
で
は
あ
る
も
の
の
、
滝
川
、
水
沢
両
氏
が
発
表
す
る
こ
と
の
な 

か
っ
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
、っ
事
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
佚
文
は
、
 

全
て
南
化
本
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
南
化
本
の
影
印
が
公
開
さ
れ 

て
い
る
現
在
で
は
、
さ
ほ
ど
高
い
価
値
を
有
さ
な
い
と
も
考
え
ら
れ
よ
、っ
。 

し
か
し
、
『史
記
正
義
』
佚
文
研
究
、
ひ

い

て

は

『史
記
』

の
テ
キ
ス
ト 

と
し
て
今
な
お
高
い
評
価
を
得
て
い
る
『史
記
会
注
考
証
』
、
『史
記
会
注 

考
証
校
補
』
両
書
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
『正
義
』
佚
文
を
公
開
す
る
こ 

と
は
、
決
し
て
無
益
で
は
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
。
更
に
言
え
ば
、
滝

川

•
 

水
沢
両
氏
未
公
開
の
南
化
本
所
載
の
『
正
義
』
佚
文
の
信
憑
性
を
、
斯
道 

文
庫
蔵
本
に
よ
っ
て
証
拠
づ
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も 

出
来
よ
ぅ
。

ニ
点
目
に
、
滝

川

•
水
沢
両
氏
が
収
集
し
た
正
義
佚
文
は
、
ま
だ
ま
だ 

校
訂
が
不
足
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
際
し
て
、
金
本
所
収
の



正
義
佚
文
が
有
力
な
材
料
と
な
り
ぅ
る
、
と
い
ぅ
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

三
点
目
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
梅

仙

本

(梅
本

)
、
則
ち
釈
梅
仙 

手
沢
建
仁
寺
両
足
印
本
と
の
関
連
性
で
あ
る
。
梅
仙
本
に
関
し
て
は
、

一
、
 

書
入
れ
に
南
化
本
と
極
め
て
類
似
点
が
多
く
、
従
っ
て
祖
本
が
同
一
と
考 

え

ら

れ

る

こ

と

、

一
一
、

し

か

も

梅
仙
本
の
書
入
れ
が
行
わ
れ
た
時
期
は
、
 

南
化
本
よ
り
も
遅
れ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
の
以
上
ニ
点
が
す
で
に
水 

沢
博
士
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
一
が
、

一
方
で
、
金
本
所
収
の
『正
義
』
 

佚
文
を
、
他
の
諸
本
に
見
え
る
佚
文
と
比
較
し
異
同
を
調
べ
て
み
る
と
、
 

特
に
梅
仙
本
の
み
と
完
全
に
一
致
す
る
箇
所
が
大
量
に
発
見
さ
れ
抑
の
で 

あ
る
。
金
本
と
の
書
入
れ
の
系
統
を
探
る
上
で
、
梅
仙
本
と
の
関
連
性
の 

深
さ
は
、
十
分
に
注
意
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ 

れ
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

〔注
〕

(
1
) 

趙

翼

『
廿
ニ
史
劄
記
』
、
鄭

鶴

声

『
司
馬
遷
年
譜
』

(
一
九
三
一
、
 

上
海
商
務
印
書
館
)
の
説
に
よ
る
。

(
2
) 

『史
記
』
巻
十
二
孝
武
本
紀
の
索
隠
注
に
、
「
韋

稜

云

、

褚
家
傳 

緒
少
孫
、
梁
相
裙
大
弟
之
孫
、
宣
帝
代
為
博
士
、
寓
居
于

沛

、
事 

大
儒
王
式
、
號
為
先
生
、
續
太
史
公
書
。
」
と
あ
る
。

ま

た

、

『
漢

書
』
巻
三
十
藝
文
志
に
は
、r

馮
商
所
續
太
史
公
七
篇
。
」
と
あ
る
。

(
3
) 

『史
通
』
巻
十
二
古
今
正
史
第
二
に
、
「史
記
所
書
、
年
止
漢
武
。
 

太
初
已
後
、
闕
而
不
録
。
其

後

劉

向

•
向
子
歆
及
諸
好
事
者
、
若 

馮

商

.
衛

衡

•
揚

雄

.
史

岑

.
梁

審

.
肆

仁

.
晉

馮

.
叚

肅

.
金 

丹

.
馮

衍

•
韋

融

•
蕭

奮

.
劉
拘
等
、
相
次
撰
續
、
迄
於
哀
平
間
、
 

猶
名
史
記
。
」
と
あ
る
。

(
4
) 

『史
記
索
隠
』
後
序
に
、
「然
古
今
為
注
解
者絕

省
、
音
義
亦
希
。 

始
後
漢
延
篤
乃
有
音
義
一
巻
(後
略
)
…
…
」
と
あ
る
。

(
5
) 

後
漢
か

ら

唐

代

ま

で

の

『史
記
』

の
注
釈
に
つ
い
て
は
、
『史
記 

索
隠
』
後
序
、
『隋
書
』
『
旧
唐
書
』

の

「
経
籍
志
」
、

『
新
唐
書j 

『宋
史
』

の

r

芸
文
志
」
、
宋

陳

振

孫

の

『直
斎
書
録
解
題
』

な
ど 

に
詳
し
い
。
更
に
、
旧

題

柳

宗

元

の

『龍
城
録
』
や
、
『
旧
唐
書
』
 

巻
百
八
十
九
上
儒
学
列
伝
上
に
も
記
載
が
見
ら
れ
る
。

(
6
) 

『史
記
』
合
刻
本
の
刊
行
に
つ
い
て
は
、
水

沢

利

忠

『史
記
会
注 

考
証
校
補
』
(
一.九
五
七
〜
七
〇
、
史
記
会
注
考
証
校
補
刊
行
会
)
 

第
五
章
に
詳
し
い
。

(
7
) 

例

え

ば

『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
巻
四
十
五
に
は
、
「
唐
張
守
節 

撰
。
守
節
始
末
、
未
詳
。
據
此
書
所
題
、
則
其
官
爲
諸
王
侍
讀
率 

府
長
史
也
。
是
書
據
自
序
三
十
卷
、
晁

公

武

•
陳
振
孫
ニ
家
所
錄
、



則
作
二
十
卷
。
蓋
其
標
字
列
註
、
亦
如
索
隱
、
後
人
散
入
句
下
、
 

已
非
其
舊
。
至
明
代
監
本
、
採

附

集

解

•
索
隱
之
後
、

更
多
所删
 

節
、
失
其
本
旨
。
」
と
あ
る
。

(
8
) 

一
九
三
ニ
〜
三
四
、
東

方

文

化

学

院

一

九

五

六

〜

六

〇
、
史 

記
会
注
考
証
校
補
刊
行
会
訂
正
再
版
。

(
9
) 

例
ぇ
ば
、
小

沢

賢

ニ

「史
記
正
義
佚
存
訂
補
」
(水

沢

利

忠

『史 

記
正
義
の
研
究
』
所

収

一

九

九

四

、
汲
古
書
院
)

の

凡

例

(
六 

六

一
〜

六
六
四
頁
)
に
は
、
計
三
十
の
典
拠
史
料
が
挙
げ
ら
れ
て 

い
る
。

(
10
)
 

前

掲

水

沢

利

忠

『史
記
正
義
の
研
究
』
七
六
五
〜
七
七
八
頁
。

(
11
)
 

水

沢

利

忠

「史
記
之
文
献
学
的
研
究
」

(前

掲

水

沢

『史
記
会
注 

考
証
校
補
』
所
収
)
第
二
章
一
八
三
頁
。

(
12
)
 

前

掲

水

沢

「史
記
之
文
献
学
的
研
究
」
第
二
章
ニ
ー
五
〜
ニ
ー 

六
頁
。

(
13
)
 

『史
記
正
義
佚
存
』

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前

掲

小

沢

「
史
記
正 

義
佚
存
訂
補
」

の

〔解
説
〕
(前

掲

水

沢

『史
記
正
義
の
研
究
』
七 

六
五
〜
七
六
七
頁
)
を
参
照
。

(
14
)
 

前

掲

水

沢r

史
記
之
文
献
学
的
研
究
」
第
五
章
ニ
五
九
〜
ニ
六 

〇
頁
。

(
15
)
 

前

掲

水

沢r

史
記
之
文
献
学
的
研
究
」
第
二
章
一
一
八
〜
一
一 

九
頁
。

(
16
)
 
そ
の
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
が
、
「老
子
韓
非
列
伝
」 

の

正

文

「
不
能
自脫

」
に
対
す
る
金
本
.
梅

仙

本

の

『
正
義
』

佚 

文
の
類
似
性
な
ど
は
、
そ
の
好
例
と
い
え
よ
ぅ
。


